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　　　　　　（Directed　by　PTof．　S．　TAiTrmoTo　＆’　T．　WA　DA）
　　　An　improved　method　for　the　colorimetric　determination　of　glucuronic　acid，　using　barium　naphthores－
orcsnol－monoearbonate　for　naphthresorcinol　（Fishman’s　method）　is　presented．
　　　This　method　may　have　a　wide　applicability　for　elinical　experiments，　since　it　permits　an　accurate’
determination　range　from　20　r／dL　to　115　mg／dZ　in　glucuronie　acid，　both　in　blood　and　urine　speeimens．
　　　Using七he　above　technique，　determination　of　blood　and　urinary　levels　of　free　and　conjugated　form
of　glueuronic　acid　were　performed　on　the　patients　with　several　kinds　of　liver　diseases　and　on　normal
persons　following　oral　administration　of　glucuronj　c　acid．
　　　The　followjng　results　were　obtained　：
　　　　1）　As　eompared　to　normal　subjects，　there　was　a　consistent　rise　in　the　blood，　of　free　glucuronic
acid　level，　a　drop　in　the　coロtents　of　cojugated　form，　and　a　increased　urinary　ou七pu七following七he
administration　of　the　said　substanee．
　　　2）　From　the　above　results，　it　was　possible　to　estimate　the　degree　of　the　liver　damage　by　eomparing
the　＃ree　glueuronie　aeid　level　in　blood　before　and　six　hours　after　administration　of　5　gm　of　glucuronic　aeid・
　　　The　above　is　expressed　as　follows，　in　liver　damage．
　　　　　　　　（・一一（犠麟一（・h鑑畿侃1う　　tt
　　　3）　lt　was　aseertained　that　this　test，　both　in　clinieal　and　animal　experiments，　allowed　a　・rather　more
eorr．e．．ct　evaluation　of　liver　funetion　than　simultaneously　performed　BSP，test　and　serum　cobalt　reaetion．
　　生体内Glucuron酸（以下G）の意義については，肝臓
機能，糖蛋白代謝に関する知見の進歩とともに最近特に注
目を浴びている。従来肝臓疾患とGの意義に関する研究
の多くはその治療効果についてが主であり，またG投与
による諸代謝への影．響についての報告は比較的多いが，そ
の生機的意義を評価する上に必要なGそのものの体内消
長を究明したものは割合少ない。これは従来臨床応用の容
易な血．液或い．は尿中G測定法に適当なものがなかったこ
とも一つ．の原因と考えられる。これまでに報告されたG
測定法としては．，Furfulari），3）蒸溜法，炭酸ガス分離
法1）一6），金同還：元法7）一’9，旋う日面lo），　アルカリ滴定法11）一1a）
等があるが，何れも一長一短があり，未だ十分な方法とは
いい得ない。この点Naphthoresorcinol】3）一一ls）（以下NR）
及びCarbazole反応20）一L’4）による比色法は比較的信頼度
が高く，最近Fishmanの成績発表以来，さらに本邦でも
朝比奈25）一L’s）以下多くのNaphthoresorcin　carboric　acid
（以下NRC）使用による改良法が報告された。
　　　　　　　　　　　　　　　　s
　私はこれを臨床応用上の簡易化と正確性を期してNaph－
thoresorcin　carbon酸Barium塩（NRCB）使用による方
法，その遊離並びに抱合G別分割測定法を考案．し，ついで
肝機能とG代謝の関係を追求する目的．に本法を応用し，動
物並びに臨床実験上2，3の知見を得ることが出来た。
　　　　　　　　　　　　　　　実験方法
．A．測定法の橡討
　Fishmanに従いNRの代りにNRCB浮游液を用いて，呈
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色せしめ，光電比色法によって測定するに，既知濃度のG
液についての吸光曲線，NRCとの比較，諸試薬濃度，反
応時問及び温度等に亘る諸至適条件の発見を試み，まずこ
れらを一定にした。ついで抱合G測定法には能勢鋤の発
表を追試応用したので，アルカリ処理の反応態度に及ぼす
影響をみた。
B．動物実験
　豆腐かす，糠で飼育した体昂：2kg前後の成熟家兎を使
用し，Chloroform体重当りkg　O．3　ccをOlive油にとか
して経口投与し，BSPにより肝障碍度をみて，大体24～
48時聞目に実験に供した。
　なお成績の一定を図るために実験前日及び試薬類投与後
6時聞までは絶食にした。その後は平常の食事を定時に与
えた。
　血中Gは負荷し1・2及び6時聞後に，尿中Gは6時問
日までと，それ以後24時聞までとに分けて観察した。
c・晦床実験
　肝障碍例としては当教室入院巾の急性並びに慢性肝炎，
肝硬変症，原発性肝臓癌及び肝二歩症を撰び，対照として
健康者10例のほかに胆道疾患，胃腸疾患及び腎疾患の例
を使用した。肝機能はBSPその他の肝機能検査法により，
その障碍程度を重症並びに軽症の2群に分けて観察した。
　G投与は早朝空腹時に一定し，血中濃度は投与後1，2，
3，4及び6時閲目，尿中排泄量は投与後6時問までの毎1
時間，及び8並びに24時聞までの総量について観察した。
　実施に際してGの投与前並びに投与後4時聞までは絶
食させ，以後の食事はその内容及び時間を一定にする留意
をした。　　　　　　・
Ext，
e．言
。・r
e．S
o．s
a4
o．i
c，．2
a1
0
40ti　4　so
　　　第1図
5Tetr，L）eL
札幌医誌1957
3。ｫし
2伽腋し．
実験成績
A．G測定法の丁目
　1）G－NRCB呈色反応の吸光曲線＝Flshman法を踏
襲するに．NR溶液をNRCB浮游液に代えたため，吸光曲
線の各種濃度に対する検討ではeg　1図の如く，570　mμに
最大の吸収帯を認めた。
　2）NRCB試薬の樵討；．
　　a）NRCB濃度と終末竪色吸光度との関係
　つぎに，NRCBの至適濃度をきめるために20及び30
mg／dZのGズk溶液と，濃度それぞれO．2，0．4，0．5，0．6，0．8
1．0，1．2，1．5及び1．6％のNRCB浮游液を用いて終末鼎色
度を検討したところ，第2図の如く，NRCB　O．4～1．2％で
は同t被検溶液について濃度と：呈色度がほぼ平行関係を示
し，N艮CB　1％はFishman法の0．2％NR溶液の吸光度と
一．一otする。
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　　第2図　NRCB濃度と吸光度との関係
　　b）　NRCによる吸光度との比較
　この方法による呈色を従来のNRCによる方法と比較し
た。10，20及び30mg／d乙G永溶液について，1％NRCB
液游液を用いた：塁色度と，0．5％NRC－Alcohol溶液による
それを比較すると，第1表の如く，両者には殆ど差i異を認
めない。
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第1表　NRCB及びNRC吸光度の比較
G　量
（mg／de）???
．試
1％　NRCB
薬
O．5％　NRC
亘り，またその温度を0～20℃間について比較すると，第
5表の如くで，成績を一一定させるために：は5℃以下且つ20
分以上冷却を適当と認めた。
O．21
0．46
0．71
O．23
0．45
0．69
第5表　冷却時間並びに温度と呈色度
　　　（30　mg／d¢溶液について）
湿　度
（oC）
　　C）添加塩酸量｝こついて
　添加塩酸量を加滅し，終末呈色吸光度との関係をみると，
第2表の如く，2cc添加によって最も高い呈色がみられた。
第2表　添加濃塩酸量と呈色度
G　量
〔mg／dの??】
塩　酸　量（cc｝
?
????????
2　cc
間　（分）
5 10
O．70
0．65
0．63
0．55
0．46
O．72
0．70
0．65
0．57
0．50
15 20 30
O．72
0．72
0．67
0．60
0．50
O．72
0．72
0．70
0．64
0．50
3　cc
O．72
0．72
0．70
0．68
0．50
O．21
0．46
0．71
O．19
0．43
0．68
　d）煮沸難問と呈色度との関係
煮沸時間を30分より120分聞に亘って呈色度を比較す
ると，第3表の如く，60分聞で最高に達し，90分問まで
同程度を持続する。またさらに煮沸時人を延長すれば却っ
て吸光度が減退することを認めた。
第3表　煮沸時間と呈色度
　　g）Toluene抽出後比色までの静置時間
　呈色物質のToluene抽出直後は潤濁があり，比色値が
不正確である。この潤濁を除いて比色を正確にするために
は，第6表の如く，30～40分間の静置が必要である。
　　　第6表　　トルオール抽出静置時間と呈色度
G　量
（mg／de）?????
G量
（mg／dの
??????
煮　沸　時　間（分）
30 45 60 90 120 潅1　濁
　　　　　時　　　　間　（分）
直後・・i・・圃451・・9・1　・2・
O．44
0．68
0．92
十・ト
O．44
0．65
0．87
O．30
0．54
0．79
司・
O．21
0．49
0．73
?
O．13
0．23
0．57
O．19
0．41
0．65
O．22
0．46
0．73
O．21
0．47
0．73
O．21
0．46
0．71
O．17
0．43
0．66
O．23　’　O．23
0．46　i　O．46
0．70　i　O．｛70
O．20
0A4
0．66
　　e）添加Al¢ohol量
　煮沸，冷却後添加する95％Alcohol量について検討し
た。即ち2～8ccに亘って終末呈色を比較すると，第4表
の如く，Alcohol　5　cc添加が最高濃度を示した。
第4表　添加アルコール量と呈色度
G量
（mg／d乙）??????
アルコール量（CC）
2 3 4 5 6 8
O．12
0．33
0．50
O．16
0．37
0．55
O．20
0．43
0．63
O．22
0．47
0．69
O．22
0．45
0．66
O．14
0．33
0．60
　f）冷却時間並びに温度の検討
G30　mg／d¢水溶液について，冷却時間を5～30分聞に
　以上により体液内G定量法は大体衣ぎの条件に一定し
た。　　　　　，
　血液2ceをとり，ただちに14　cc　Aq．　destを加え，よ
く混和し，溶血させる。ついでO．66　N，硫酸2cc，10％タ
ングステン酸ソーダ2ccを加え，充分に混和し，10分聞
静置後濾過する。
　澱液3ce（尿の場合は上記除蛋白操作を省き’，そのまま
Aq．　destで50～250倍に稀釈し，その3ccを使用する）を
二二試験管にとり，1％NRCB浮游液及び濃塩酸おのおの
2cc宛加え，密栓してよく混和する。
　そのまま試験管を煮沸水浴中（80℃）で60分間加熱する。
　ついで5℃以下の冷：水中に移し，20分間冷却する。
　ここで95％Alcohol　5　ccを加えよく振白し，煮沸によ
り生じた沈澱物が再び溶解するまでよく混和する。
　Toluene　8　ccを加えてよく撮量し，着色物をToluene
手中に抽出する。
　45分聞静置後Toluene部分を比色する。比色には分光
光電比色計（570mμ）を用いる。
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　3）G濃度と吸光度に関する甘口＝上記の方法により
G量と吸光度との関係を検討したところ，第3図の如き’，
Lambert－Beerの法則に従う直線を得た。今日光度をE，
G濃度をCとすれば，C＝K：E，　K　＝O．38となる。
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ある。
　さらに予めG濃度を測定した血液及び尿に既知量のG
添加し，回収試験を行なうと，第7表の如く，O．92士
0．36％の誤差で回収し，定量法として十分実施可能なこと
を確認した。
　4）抱合Gの測定法：
　　a）既知濃度Gの稀アルカリ処理による分解試験
　能勢22）による稀　NaOH　Pt理法の追試として，遊離Gの
分解程度を調査した。即ち30，20及び10mg／dZG水溶液
5cc宛を50　cc目盛附試験｝⊂とり，　1n・NaOH　1　cc，　Aq．
edst　4　ccを加え密栓し，煮沸水浴中で5分閲加温，後直ち
に冷却し，劃線までAq．　destを正確に加える。この溶液
について上記測定法を行なった結果は，第8表の如く，ア
ルカリ水解法により遊離Gは完全に分解され呈色しない。
第8表　　NaOHによるGの分解試験
G　量
（mg／dz）
e　s　pe
　第3図
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　　　　　　　　　　　　「阻蟹，
G濃度と吸光度との関係
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　同一濃度溶液に対する誤差は0．56士0．28％である。本法
による測定可能被検液濃度の限界は115mg／dl～20　r／deで
第7表　G量既知濃度に対する測定誤差
血中G量
（mg）
8．60
f！
11
4．73
11
！f
尿中G量
（mg）
OB52
??
57
　
01
??
平　　均
添加G量
　（mg）????????
??
添加G量
　（mg）????????
?
測定値
（mg）
13．76
18．49
28．81
985
14，57
24．86
測定値
（mg）
30．96
35．22
45．25
15．91
20．64
30．53
計算値
（mg）
13．60
18．60
28．60
9．73
14．73
24．63
計算値
（mg）
30．80
35．80
45．80
15．75
2005
30．75
誤差値
（mg）
一，O．16
－O．11
十〇．21
十〇．12
－O．16
一ト0．23
誤差値
（mg）
十〇．16
－O．58
－O．55
＋O．16
－O．52
－O．22
誤　差
（％）
1．16
0．51
0．73
1．25
1．08
0．92
誤　差
（％）
O．50
1．65
1．28
1．02
0．52
002
　O．92
士0．36
　　b）Menthol　G（以下M－G）の稀アルカリ
　　　　処理による分解試験
　ついで抱合Gについて同様の実験を試みた。即ち家兎に
Menthol（以下M）29をオリーブ油10　ccに溶解しゴム管
により経口投与し，その尿を集めて濾過する。
　5倍に稀釈した尿を2本1の共栓試験管に5cc宛とり，
一方にAq．　dest　5　cc，他方に1n－NaOH　l　cc，　Aq．　dest
4ccを加え，煮沸水浴中で5分間加温，後冷却し，この溶
液を25倍に稀釈して上記方法によって測定した。
　一方Quick29）（1927）のEther抽出法により抱合Gを抽
出した。即ち濾過尿10ccに20％，硫酸1ccを加え，さ
らにEther　20　ccを加えて十分に振鳴し，　M－GをEther
層に抽出する。ついでEtherを発蒸せしめ，残髄をAq．
destに溶解して全量を50　ccとする。これを2本の試験管
にとり，一方にAq．　dest　5　cc，他方に1n・NaOH　l　cc及
びAq．　dest　4　ccを加え，煮沸水浴中で5分聞加温，後冷
却し，25倍に稀釈して上記方法により同様に測定した。
第9表　エーテル抽出液に対するNaOH分解試験
原　　　　　　　尿
尿中エーテル抽出液
総　　G
O．82
0．74
抱合G
O．81
0．73
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第9表の如く，尿を直接1n－NaOHで処理した場合と同程
度の呈色を示し，M－Gは稀アルカリによって分解されな
いことを確認した。
　以上により血液及び尿申抱合G測定の至適条件を定め
てつぎの如く定量法を一定した。
　血液は除蛋白濾液3ccをとり，3nNaOH　O．1ccを加え，
煮沸水浴中で5分問加温後冷却し，上記測定法により測定
する。
　尿は5倍液5ccをとり，1n－NaOH　l　cc，　Aq．　dest　4　cc
を加え，煮沸水浴中5分閥加温冷却後5～25倍に稀釈し，
その3ecを使用し，同様NRCB浮游液使用による測定法
を実施した。
B．動物実験
　以上NRCB浮游液を用いたFisman法の変法を用いて
十分満足すべき’測定値が得られたので，本法を応用して
Ghloroform（CL）による肝障碍家兎並びに対照例について
G代謝の庸愚実験を行ない，つぎの知見を得た。
　1）CL投与後の血中G濃度及び
　　　24時間尿中G排泄量
　成熟家兎5羽va　CL体重当kg，0．3　ccを経口投与し，そ
の後の血中G濃度及び尿中排泄量を測定した。
　隠詞中G濃康については，投与後12，24及び48時聞口に
ついて測定し，第10表の如く，総Gについては投与前平
均11．69土1．52　mg／dZであるが，12時聞目には15．05±3，07
mg／dZと増加し，24時聞目には10．57士1．78　mg／dZと急激
に減少し，48時聞目に至ってまた10．75±1．35mg／d¢とわ
ずかに増加の傾向をみとめた。
　これを遊離G及び抱台Gに分けて観察すると，遊離G
については，投与前には4．22士0．75　mg／d　］．であるが．12時
間目には4．51±1．20，24時問目には4．92士0．79mg／dZと弐
第に増加し，48時間目に4，22±o．82　mg／d・Zと減少する（推
計学：的には何れの差も有意でない）。
　抱合Gについては，投与前値は7．47±o．65　mg／d¢であ
るが，12時間目には10．54±1．38　mg／d¢と増加し，24時聞
目には5，67士。．89　mg／dzと急激に減少する。また48時問
目には6．53±O．74　mgd，しと再び漸弐増加の傾向がみられた
（推計学的にも12時聞，24時間及び48時間値何れも前値
に比して有意）。
　尿中排泄量については，総GとしてはCL投与前値は平
均161．47士15．03mgであり，投与後24時聞までは161．66
士15．71mg，24～48時間では145．59±18．89　mg，48～72
時間には135．07土19．39mgとi仙山に減少する（推計学：的に
は有意差とは認め難い）。
　これも遊離並びに抱合Gに分けて観察すると，遊離G
は投与前は平：均29．87±6．22mgであるが，投与後24旧聞
までは62．08士16．62mg，24～48時間には70．78士12．82　mg
と増加し，48～72時聞においては52．74士13．92mgと減少
する（推計学的には投一与前に比して増加率は有意）。
　抱合Gとしては逆傾向で，投与前平均131．60士17．69mg
投与後24時間までは99．58．±18．06mg，24～48時間には
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　　第4図　　家兎G経口負荷時血中G濃度（総Gについて）
第10表家兎肝障騰關cる血中G濃度並田中生馴
　　　　　　血　　　　中　　　　濃　　　　i．1、、・？〈
兎家
ω個???
遊離G（mg／dZ）
投与前
5．61
3．44
3．01
2．15
6．88
平　均． 　4．22
士α7ｱ
?
碍
・2時間P2淵
後
48時間
’7．31
7．77
1．31
2．31
3．87
　4．51
士1．20
5．16
5ユ6
4．30
3，44
6．55
　4．92
士0．79
3．44
3．87
3．44
3A4
6．88
　4．22
±1．32
抱合G（mg／dZ） 総 G（mg／dの
投与前
7．29
7．31
9．46
7．31
6．02
　7．47
±1．15
?
碍 後
12劇14時間「48時間
g．89　i
11．61
12．01
9．31
9．89
10．54
±1．38
6．45
4．30
7．31
5．16
5．16
　5．67
±O．89
7．31
6．02
7．74
6．02
5．59
　6．53
士0．74
，投与前
12．90
10．75
12．47
9．46
12，90
11．69
±2．52
　障　　　碍　　　後
12時間　24時間　48時間
工7．20
ユ9．38
13．33
11．61
13．76
15．05
±3．07
11．61
9．46
11．61
8．60
11，61
10．59
±1．77
工0．75
9．89
11．工8
9．46
12．47
10．75
士1．35
　　　BSP　（％）
　　　　　　　E
12醐24醐P48時間
???????????? ???? ?
?? ? 排 泄 量
家　　兎
（No．）
???
平　　均
遊 離 G　（mg）
投与前
23．58
39．54
25．80
45．57
25．90
　　　障　　　碍　　　後
24時間24～48時間14S～72時間
46．66
51．60
73．35
79．57
60．20
66．22
61．92
50．75
，85．14
82．87
20．64
86．86
39．e6
47．51
70．10
抱 合 G　（mg）
29．87
±6．22
投与前
　62．08
±16．62
70．78
士12．82
旨
　52．74
±13．92
142．97
122．98・
ユ21．26
116．00
154．80
131．60
±17．69
?
碍
?
2一問1・4－48劇48－72醐
’127．92
134．16
70．73
68．80
96．32
　99．58
±18．06
113．52
51．60
78．25
64．50
66．22
　74．81
±20．74
116．96
92．88
69．66
54．18
77．56
　82．23
士16．12
総 ．G　｛mg）
’投与前
165．55
162．50
147．06
151．57
180．70
161．47
±11．26
?
碍 後
2一間24一・・酬48－72醐
174．55
185．76
143．08
148．37
156．52
161．66
±　15．70
179．74
113．52
129．00
149．64
156．09
145．59
士18．89
137．60
179．74
108．72
101．69
147．60
135．07
±19．39
???
?????????㌔?????
??????
第11表　家兎G経口負荷時血中G濃度
　　対　　　　照　　　　例
兎???? 遊離G（mg／d£）
投与前
???
ゆ
平　均
3．44
6．02
5．61
6．88
2，15
5．02
士0．86
投　　与　　後
1時間　2時・間　6時間
7，74
16，34
13．19
11．61
12．90　，
ta．35
±296
7．30
M．47
8．60
9．03
8．60
9．40
士1．93
4．30
9．03
6．88
7．64
4．73
6．51
士2．03
抱合G（mg／d乞）
投与前
7．31
7．74
7．29
6．45
7．31
7．01
士0．75
投　　与　　後
・時剛一間・時間
8．17
8，17
7．31
6．02
7．31
7．39
±O．81
T31
8ユ7
6．88
6．45
6．88
7．13
±O．75
7．31
6．88
7．31
6．31
6．88
6．73
±O．56
総 G　（mg／dZ）
投与前
10．75
13．76
12．90
13．33
9．46
12．03
±O．85
投　　与　　後
・時間1・時剛・時間
15．91
24．51
2工50
17．63
20．21
19．74
±3．73
14．6’P
20．64
15．48
ユ5．48
15．48
16．53
±2．41
11．61
’15．91
14．19
13．95
11．61
13．24
±1．62
6間時値
前値
工08
工15
1．10
1．04
1．22
肝
?
碍 例
兎????
?????
平　 均
遊　　離　　G　（mg／dの
投与前
2．85
5．16
4．73
7．74
4．30
投　 与　 後
塒間1塒間・時間
13．76
22．79
20．64
1591
10．32
17．20
24．08
23．69
2L93
19．78
4．95　　　　　ユ6．70
士1．76　　　　±4，23
21．33
±3．53
Z16
11．18
11．15
12．90
11．18
10．71
士2．71
抱合G（mg／dZ） 総 G　（mg／d2）
投与前
6．45
7．31
6．02
7．31
5　16
6．45
±O．92
投　 与　 後
塒間瞬間・時間
8．17
7．74
6．88
9．46
4．73
7．39
±1．31
8．60
8．17
7．74
9．30
6．02
8．60
7．74
7，31
9．30
6．02
7．96　］　7．79
士1．11　　　　±1．46
投与前
9．30
12．47
10．75
ユ5．05
9．46
ユ1．40
±2．23
投　 与　 後
1時間2時間6時間
21．93
30．53
27．52
25．37
15．05
24．08
±5．01
25．80
32．25
31．39
31．23
25．80
29．29　．
土3．76
15．76
18．92
ユ8．46
22．20
17．20
ユ8．50
±2．63
6時間値
前値
1．69
1．51
1．72
1．47
1．81
BSP
（％）???? ?
???。。
??????????．?????
???
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．74．81±20．75mgと漸衣減少し，48～72時間には再び82．33
±16．13mgと増加の傾向を示す（推計学的には投与前値と
各時開始の差は有意）。
　即ち本実験条件における血中G濃度及び尿中排泄量よ
りみると，投与後24～48時聞に肝抱合機能は最も障碍を
示すと考えられる。
　2）G経口負荷実験：同様の実験家兎に早朝室腹時G
2gを：水溶液として，　経口的に投与し，その後同様の消長
を観察した。
　血中G濃度はeg　11表，第14図の如く，総：Gについては
対照例では1時間同に最高濃度を示し，平均19．74±3．73
mg／dZ，以後時聞とともに低下し，611寺間目には13．24±
1．62mg／dZとほぼ投与三値に復した。肝障碍例においては
大多数が最高値に達する時問が遅れ，投与後2時聞目に最
高を示し，平均29．29±3．76　mg／d己であるが，負荷後6時
商気に．も18．50」＝2．631mg／d己を示して前幅に比べてかなり
に．高い。対照例と肝障碍例の最高濃度値を比較すると後者
の方が高く，推計学的にも2及び6時間値ともその差は有
意である。
　このJ血中濃度を投与後6時間同と投与前との聞に比をと
ると第11表の如く，対照例においては1．04～1．22である
が，肝障碍例では1．47　・一　181と明かに両者の問に有意の差
がみられる。
　つぎにこのltrl中濃度の差を遊離及び抱合G濃度に分け
てみると，第11表，第5図の如く，遊離G血中濃度につ
いては対照例では総G同様1時割目に最高を示し，以後里
山とともに減少し，6時問目にはほぼ前値に復した。肝障
碍例でも総G同様の傾向を示し，投与後2時闘値が最高を
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　　　（遊離並びに抱合Gについて）
示し，6時間目にもなおかなりの高値がみられた。両者の
2時間及び6時聞値の間にみられる差は推計学的に有意で
ある。また最高濃度をみるに総G同様，肝障碍例の方が高
値を示す。
　血rr1抱合G濃度については対照例では1，2及び6時聞
値ともに投与前と大差なく，肝障碍例でも各時聞値はG投
与により増加を来すが，対照例との問に著差は認φられな
い。
　G負荷後尿巾排泄量については，eg　12表の如く，総G
対照例の24時間量の平均は1，075，15±87．28mgであり，
肝障碍例でtl＊　1，282．40士91．79　mgで，両者とも投与前より
増加するが，肝障碍例では対照例に比して一層と著明な増
加を示す（その差は推計学的に有意）。
　これを遊離及び抱合G別にみると，24時聞遊離Gは総
G同様の傾向で，対照例では平均879．17士90．83mg，肝障
碍例では1，144，93±93．45mgと，両者とも負荷前に比して
増加するが，肝障碍例の排泄量の方が無論多い。
　抱合Gについては対照例においては投与前平均130．72±
19．93mgであるが，　G負荷後は平均177，98土13．69　mg，肝
障碍例においては投与前平均96．21士14．35mg，負荷後は
137．47士31．44mgと両者ともやや増加しているが，肝障碍
例の方が少い（その差は推計学的に有意）。
　3）M経口負荷実験：G負荷時と同様に肝障碍並びに
対照家兎各5羽に早朝時にM2gをOlive油にとかし，経
口投与し，血中G濃度並びに尿中排泄量を比較調査した。
　血中G濃度は第6図の如く，総Gについては，対照例
ではM負荷後1時間が最高を示し平均1786士2．12mg／dZ
であり，以後時聞とともに減少し，6時間E［には10．41士
1．08　mg／d¢とかなり減少する。肝障碍例では最高濃度に達
する時間が対照よりも遅く，1，2及び6時間値はそれぞれ
10．75士L25，13．06士0．47及び13．92士1．18　mg／d¢を示し，
6時総目に最高濃度に達する。各時間濃度差を肝障碍，対
照聞に細雨すると1時間目及び6時問目の董は有意であ
?
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?
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第12表　家兎G経口負荷蒔尿中G排泄量
　　　　対　　　　　照　　　　　田
家　　兎
（No．）
???????
平　　均
遊 離 G　（mg）
投与前
49．52
25．80
22．57
25．90
39，97
32．75
±8．09
投 与 後
6時闘・一24時間瞬間（計）
482．03
481．60
653．31
691．78
839．57
629．66
±119．65
270．95
344．65
341．48
168．80
121．67
249．51
±88．43
752．98
826．25
1，014．70
867，58
961．25
879．17
士90．83
抱 合 G　（mg）
投与前 　　投　　与　　後・時間1・一24時間i24時間（計）
122．98
121．26
142．97
154．80
111．60
130．72
士19，93
89，87
75．25
40．63
90，82
118．25
82．56
±26．39
69．98
109．65
118．25
96．42
82．77
95．41
士17．44
159．85
184．90
158．88
188．24
201．02
179．98
±13．69
総 G　（mg）
投与前
162．50
147．06
165．55
180．70
151．57
163．47
±11．26
投 与
?
　　　　6時間16～24時間24時間（計）
　　　1
571．90
556．85
713．95
782．oo
95782
712，22
±133．49
340．93
454．80
459．63
265．23
204．45
344．92
±86．49
912，83
1，010．93
1，173．58
1，057．83
1，162．27
1，057．15
±87．28
肝
?
碍 町
家　　兎
（No．）
????
平　　均
遊 離 G　（mg）
投与前
41．70
36．12
77．40
32．68
63，86
50．35
±15．49
投 与 後
・時間・一24劇24時間（計）
681．12
679．19
749，30
983，95
705．25
751二76
±114．71
531．05
354．75
379．26
297．63
403．20
393．17
±90ユ0
1，212．17
1，033．94
1，128．56
1，276．58
1，108．40
1，144．93
士93．45
抱
?
G　（mg）
投与前 　　投　　与　　後・時剛・一・塒間／24時間（計）
116，10
82．56
72．24
114．38
95
52．03
47．51
70．95
33．11
86．00
96．21
±14．35
57．92
±　18．25
81．70
51．60
54．18
98．67
111．60
79．55
±12．36
133．73
99．11
125．13
13118
197．60
137．47
±21．44
総 G　（mg）
投与前
157．80
118．60
149．64
147．06
159．63
146．56
±　17．23
投 与
?
・時刻・一2塒間124時間（計）
733．15
726．70
820．25
1，017．06
791．20
’　809．68
±115．61
612．75
406．35
433．44
391．30
341．80
472．72
±77，31
1，345．90
1，133．05
1，253．69
1，408．36
13，43．00
1，282．40
±91．79
???????
???????、㌔???
?
???
第13表　家兎M投与後尿中G排泄量
　　対　　　　照　　　　例
家　兎
（No．）
?????
平　均
遊　　離　　G（mg）
投与前
49．52
25．80
22．57
25，90
39．97
投　　与　　後
・時間1・一24時間24時間（計）
12．84
7．52
17．20
25．68
20．64
32．75　1　16．77
±8．09　　　　　士4．68
40．15
28．37
17．20
10．75
24．65
24．22
±10．43
52．99
35，90
34．40
36．34
44．39
41．00
±6．24
抱　　合　　G（mg）
投与前
122．98
121．26
142．97
ユ5480
111．60
130．72
±19．93
投　　与　　後
6時間1・一24時間「24時間（計）
699．66
632．10
688．00
748．32
63296
680．80
±32．72
183．37
169　50
197．80
204．25
159．63
182．91
士15．31
880．04
801．60
885．80
952．57
792．59
863．12
±56．21
総 G　（mg）
投与前
162．50
147．06
165．55
i80．70
15工57
163．47
±11．26
投　　与　　後
6時間6－24時間124時間（計）
709．50
634．11
705．20
774．00
653．60
696．98
±47．71
223．52
198．50
215．00
215．00
183．28
207．13
士17．14
933．02
838．56
9．　20．20
989．00
836．88
904．12
士5工56
肝
?
碍 例
兎家
ω函
????
平　均
遊　　離　　G（mg）
投与前
72．24
108．36
42．00
42．57
56．76
64．36
±23．07
投　　与　　後
・時間・一24醐」24時間（計〉
　0
2．82
20．96
　0
14．60
7．67
士7．39
43．20
37．28
25．80
32．25
34．40
38．58
±7．93
43．20
60．10
46．75
32．25
49．00
46．25
±9．11
抱　　合　　G（mg）
投与前
67．e8
67．08
78．40
99．33
113．52
8508
±15．23
投　　与　　後
・時間・一24時間】2寝間（計）
451．56
206．86
243．50
387．00
252．00
308．16
±85．39
240．80
474．62
438．60
451．60
447．20
410．56
±83．67
692．30
681．ag
682．10
838．60
699．20
718．72
±52．48
総 G　（mg）
投与前
139．32
175．44
taO．46
141．90
190．28
149．46
士18．49
投　　与　　後
1時間1・一2輔24時間・計）
451．50
209．62
264．45
387．00
266．60
315．83
士83．66
284．00
531．90
464．40
483．75
481．60
449．工4
±80．06
735．50
741．62
728．85
870．75
748．20
764．97
±53．29
???
???﹇?????????㌔?????
?「????????
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る。すなわち対照例の最高濃度は明かに肝障碍例よりも早
くあらわれ，且つ高い。
　この血中G濃度の差を遊離並びに抱合G量としてみる
と，遊離Gについては対照例では負荷前5．02」＝o．86mg／dZ
であるが，1，2，及び6時間値はそれぞれ1．01土0．42，1．20
±0．25及び1．31±o．29　mg／d／を示し，何れも投与前野より
二丁する。肝障碍例でも時間とともに激減するが，対照例
との聞に二時二値の差の上では有意の差はみられない。
　抱合G濃度について対照例では投与前7．01士0．48である
が，M負荷後は総G量の消長と同様の傾向を示し，1時間
値が最高濃度で，平均16．85士2．03mg／dZを示し，以後時
聞とともに減少して6時間目には9．11±o．78　mg／d¢を示
す。肝障磯列においても，総G血申量と同様で，対照例に
比して最高濃度に達する時間が遅れ，1，2及び6時聞値は
それぞれ9．47土0．68，12．38士。．62及び13．15±o．87mg／d¢
と6時間値が最高である。両者の各回聞の差としては，1
時間目には対照例が増加し，6時間目には逆に肝障碍例が
増加する。この差は推計学的に有意であり，両者最高濃度
の比較では対照例が高い。
　M負荷後の尿中G排泄量は第13表の如く，総G量につ
いては，対照例では負荷言値平均163．47±1126mgである
が，負荷後24時聞排泄：量は904．12±51．96mgであり，肝
障碍例ではM負荷前平均149．46士13．49mgであるが，負
荷後24時聞尿中排泄量は764．97」＝53．29mgで，何れも負
　　　　　　ロ荷前に比して増加している。両者問を比較すると肝障碍時
に減少する。なお時聞的経過を観察すると，投与6時聞尿
中排泄量は明かに肝障碍例が少ない。6～24時聞尿中G量
については逆に肝障碍例の方が多い。
　この点遊離並びに抱合G旦としてみると，遊離型は，対
照例では投与前平1均32。75土8．10mgであるが，投与後は
41．00±6．24mgであり，肝障碍例では投与前64．38±10．07
日目がM負荷後平均4625±9．11　mgである。これらの増
減は；有意差とは認め難い。
　抱合型については，総G排泄量と同様の傾向で，肝障碍
例の方が減少する。時間的経過としては6時間までは対照
例平均680．20士32．72mg肝障碍例308．16士85．39　mgで，
肝障碍例が少なく，6～24時間では対照例よりも肝障碍例
の：方が多い。この差は推計学：的に有意である。
　即ちかかる総G排泄量の差異は抱合Gによるものであ
り，遊離Gは著差を示さない。
　4）G並びにM併用経口負荷実験：これまでと全く同
一条件によって，M及びGを同時投与を行い，肝障碍群
と対照との問にみられる総G遊離並びに抱合G別，血中
濃度及び尿中排泄量の調査を行なった，、
　血中濃度の消長については第14表，第7図の如く，遊
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　　　　　　　G濃度並びに尿中排泄量
　　註　●G単独投与時　oM単独投与時　xG並
　　　　びにM併用投与時
　　　．．一　対照例　一一　肝障碍例
　　“
離Gは対照，肝障碍例ともにG単独投与時と同様の傾向
である。即ち対照では投与後1時聞値が最高で，以後時問
とともに減少し，6時間目にはほぼ投与前値に復する。肝
障碍例の血中濃度は対照より高く，且つ最高濃度に達する
時間が遅れ，2時聞目が最：高，6時間日でもなお投与前値
よりもかなり高い。両者聞の1，2及び6時閲値の差は推
計学的に有意である。この場合の遊離Gと，G単独投与時
のそれを時開毎に∫：ヒ較すると，肝障碍，対照ともG単独投
与時の方が勿論高い。
　つぎに抱合Gも，対照，肝障碍例ともにM単独投与時
と同様の傾向を示し，対照では1時間が最高で，以後時間
とともに滅少し，6時下値はかなり滅少する。肝障碍例の
血中濃度の上昇は遅く，6時聞目が最高を示す。また両者
の最高値は肝障碍例の方が低b。なお念のためにM単独
投与時の抱合G量と比較してみると，この場台の血中濃度
の方が対照，肝障碍例ともに増加を示す。しかし両者聞の
増加傾向には差i異はない。
　つぎにこの蜴台の尿中排泄量については第15表，第7
図の如く，遊離Gの24時問排泄量は対照例平均803．54±
66．21　mgであり，肝障碍例においては，1，176．07士75．98
mgを示し，　G単独負荷時同様肝障碍例の：方がより排泄逓：
の増加を来す。G単独投与時との比較では，対照例につい
てはこの場合の方が滅少するが，肝障碍例ではむしろ増加
第14表　家兎M並びにG併用負荷時血中G濃度
　　　　　対　　　　照　　　　例
家　兎
（No．）
?????
平　均
遊　　　離　　　G　（mg／dZ）
投与前
3．44
6．02
5．61
6．88
2．15
5．02
±O．86
投　　与　　後
1時聞　2時間　6時間
12．04
14．62
11．18
10．75
9．03
11．52
±1．91
7．74
6．69
9．03
9．89
6．02
8．47
士1。26
4．76
6．88
6．45
5．59
4．30
5．59
±O．82
抱合G（mg／d¢）
投与前
7．31
7．74
7．29
6．45
7．31
7．01
±O．48
投　　与　　後
1時間 ・時剛・時間
2193
17．63
20．21
16．77
16．34
18．57
士1．89
15．91
12．90
14．62
13．33
12．47
ユ3．84
±1．25
11．61
9．46
9．89
10．75
7．74
9．89
±1．31
総 G（mg／dの
投与前
10．75
13．76
12，90
13．30
9．46
12．03
±085
投　　与　　後
塒間1・時間 3時間
33．97
32．25
31．39
27．52
25．37
23．65
22．79
23．65
23．22
18．49
30．10
±2．86
22，31
士1．40
16．37
16．34
16．34
16．34
12．04
15．48
±1．32
肝
?
碍 例
家　兎
（No．）???
平　均
遊　　　離　　　G　（mg／d¢）
投与前
5．16
3．87
4．30
6．45
3．44
4．64
士1．00
投　 与　 後
・時剛2時間6時間
17．60
12．83
9，46
16．77
M．47
14．26
土2．72
20．21
18．49
19．75
21．93
20．64
20．21
士1ユ8
9，46
9．03
10．75
8．44
2．52
9．52
±O．78
抱合G（mg／de）
投与前
6．45
6．02
7．31
－5．16
5．16
6．02
±O．74
投　 与　 後
1時間2時間　6時間
7．16
10．17
11，89
7．59
6．73
8．70
±1．71
12．47
15．05
10．32
13．33
10．75
12．38
±1．45
14．47
15．05
12．83
15．48
11．18
13．88
±1．84
総 G　（mg／dZ）
投与前
IL61
9．89
11．61
11．61
8．60
10．66
±O．80
投　 与　 後
川間・時間［・時間
24．76
23DO
21．35
26．51
19．20
22．96
±2．48
32．65
33．54
30．10
35．26
31．39
32．59
±1．72
21．93
24．08
21．50
23．92
21．07
22．50
±1．07
BSP
（％）
??????
??
??????????㌔?????
?「「?????????
第15表　家兎M並びにG併用負荷時尿中G排泄；量
　　　　　対　　　　照　　　　例
兎家
．?個
」???
平　均
遊　　離　　G（mg）
投与前
49．52
25．80
22．57
25．90
39，97
32．75
±8．09
投　　与　　後
・時間i・一24劇24時間（計）
516．00
620．82
416．14
561．10　．
541．80
531．17
±68B6
244．56
240．80
258．00
316．07
302．44
272．37
士26．90
760．56
851．62
674．14
s77．15
844．20
803．54
士66．21
抱　　合　　G（mg）
投与前
ユ22．98
121．26
142．97
154．80
11160
投　　与　　後
・時間1・一24劇24時間（計）
709．50
643．37
471．81
636．40
812．70
　　　130．721
±19．93
654．83
±113．03
244．56
285．95
430．00
393．45
318．20
334．43
±62．56
954．06
939．32
901．81
1，029．85
1，130．90
989．27
±81．24
総 G　（mg）
投与前
162．50
147．06
165．55
180．70
151．57
163．47
±1126
投　　与　　後
・時言・一24劇2三間（計）
1，225．50
1，264，20
887．95
1，197．50
1，354．50
1，186．01
±155．48
489．12
526．75
688．00
709．50
620．60
606．80
±73．85
1，714．62
1，790．95
1，575．95
1，907．06
1．975．10
1，792．81
±133．22
肝 障・　碍 例
家　兎
｛No．）
???????
平　均
遊　　離　　G（mg）
設与前
66．22
6L92
50．75
47．51
89．87
投　　．与　　後
6時間・一24時間124時闘（計）
860．10
898．00
731．00
822．35
817．00
63．261　s2s．6g
士10．33　　　　士55．64
258．00
279．00
323．50
457．00
434．37
350．38
±66．16
1，118，10
1，177．05
1，054．50
1，279．35
1，251．37
1，176．07
±75．98
抱　　合　　G〔mg）
投与前
113．00
51．60
78．25
54．18
66．22
72．65
±20．91
投　　与　　後
・時間1・一24時間「・・時間（計）
270．90
391，06
301．00
360．15
315．00
3M．61
±36．05
430．00
598．20
387．00
456．75
494．43
453．28
士70．43
700．90
989．20
688．00
816．90
809．43
780．88
±100．58
総 G　（mg）
投与前 　　投　　与　　後
6時間6～24時間24時間（計｝
17g．22　1
113．52
129．00
10L69
156．09
135．90
±19．30
1，131．00
1，299．00
1，032．00
1，182．50
1，132．00
1，153．30
±65．20・
688．00
877．25
71Q．50
913．75
928．80
803．66
±60．44
1，818．00
2，167．25
1，742．50
2，096．25
2，060．80
1，956．96
±135．09
????????
??????????????
??
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がみられる。
　抱合Gの排泄量については，対照，肝障碍例ともにM
単独投与時同様の傾向で，肝障碍例の：方が少ない。時間的
経過について観察すると，6時間目までは対照例が高く，
6～24時間におV）ては逆に肝障碍例の方が増加している。
この差は推計学的にも有意である。つぎにM単独投与時
との間に比較してみると，対照，肝障碍例ともにこの場合
の方が高値を示した。
C．．ｬ　　括
　以上NRCBを用いて血中及び尿中G濃度を測定する試
みを，測定条件，動物実験上の応用可能性に亘って研究し，
同時に1負荷Gの生体内消長に肝機能がどの程度に関与す
るかを調査したものであるが，まず測定法に関してはつぎ
の諸点を確認した。
　1）NRCB浮灘液濃度は1％が最も適当でFishmanに
よるNR　O．2％溶液，また緒方の0．5％NRC－AIcohol溶液
使用の場合ともほぼ同程度の．尾色がみられる。
　2）反応の温度条件，添加濃塩酸並びにAlcohol量等は
殆どFishmani8）法そのままの条件が踏襲し得る。
　3）本法による呈色は570mμで最大吸収がみられ，こ
の場合のG濃度と吸光係数との関係は全くBeerの法則に
一致する。
　4＞既知G量に対する回収試験上の測定誤差はO．92±
0．36％であり，同一・被検溶液に対する測定誤差iは0．56士
O．28％以内である。また，測定可能G濃度の上界は115
mg／d¢下界は20　r／dZである。
　5）抱合G測定法は能勢22）の0．1n－NaOH分解法が用
いられる。これは家兎尿中M－GのQuick29）法との比較に
よって確認し得．た。
　以上はNR試薬そのものの欠点である室温下，直射日光
照射等による易変性の故に測定の都度安定なNRCBより
新たに調製しなければならない煩雑さと，終末呈色の不一
致，また緒方16），朝比奈働がこの欠点を除く目的でNRC
を調製し，煮沸によってNRとする方法をとったが，なお
NRCBより遊離塩を再結晶させる等の操作を必要とする点
に鑑みて，NRCBそのものを浮游液として用い，塩酸添加
によってNRCとし，煮沸によりNRとなる過程を，　Gと
ともに起る反応と平行して行なわせたものである。このこ
とによって試薬の安定性を高めるとともに，操作の煩雑さ
による終末呈色の不一致を一応解決し得た。
　以上の如き呈色試薬の変改に伴ない添加濃塩酸及び95％
Alcoholi量について検討する必要を認めたが，　Fshmanの
原法及び山岡の発表によるとAlcoholについてはほぼ同
一条件でよいが，NRC溶液使用の場合と異なり濃塩酸の
添加量は2CCが適当であり，3CCではむしろ終末晃色の
低下を来す。これは過剰の塩酸によりGが一部分解する
ためと思われる。
　温度条件として煮沸時間は山岡27），太田26）は2時間，緒
方16）は20分が適当と述べている。私の実験では45分以内
ではなお不十分であり，またToluene抽出後の退色が早
い。60～90分で終末呈色は最大に達しJ2時間煮沸では却
って県色度の減退を認めた。
　またToluene抽出後比色までの時聞は太EH2（；）は直後比
色が良いと述べているが，実施上抽出直後はToulene層
の1困濁により比色不能で，30～45分開の瀞止を必要とす
る。静置時間をそれ以上延長すると黒色または変色がみら
れるので，出抽後比色までの静止時閻を可及的一定にする
必要を認めた。
　抱合Gの測定法にはQuick29），山岡27），井上30）のEa－
ther抽出法と能勢22）の遊離G及びEther型抱合Gの稀
アルカリによる急速分解を応用したGlycosid型抱合Gの
みの測定法があり，一長一短であるが，私は家兎を用いM
負荷による尿中M－Gを用いて両者を比較検討し，殆ど両
者間に差異のないことを認め，能勢の稀アルカリ水解法応
用による抱合G測定法を案出した。
　以上によりNRCB浮游液を使用してほぼ溝足すべき測
定法が得られたので，つぎに本法を動物実験に応用し，肝
障碍家兎と健康対照例についてGの血中並びに尿申濃度
を測定し，その代謝における肝の役割の検討を行なった。
　4定の飼料で飼育した成熟家兎の血中G濃度及び尿中G
排泄量を測定すると，血中濃度は11．69士1．52　mg／d¢を示
す。24時聞二二排泄量は平均161．47±15．03mgでかなり
の個体差，日時変動をみる。
　肝障碍時の血中濃度については，臨床上は，著差のない
とするFishman助等，また；岩波3」）・32），河田2s）等は上：昇の
傾向を示すと述べ一定しないが，動物実験による報告に接
しない。私の実験においては，CI」投与の12時二目（BSP，
7～25％停滞時）には一時増加し，24時間目（BSP，26～
60％停滞時），即ち肝障碍が最も強くみら’れると思われる
時期にはむしろ減少する。また肝障碍時の尿中G排泄量に
ついては臨床実験上SUdhof23）・24）は差異なしと述べ，　Na－
seling33）は増加するとし，逆にSauer34），　Celler35），山
岡め，太肝6），河田28），岩波3り132）等は二三すると述べ，
これも一定しない。しかも動物実験に訴えた報告にも接し
ないところがら私の行なった実験においては，CL投与後
24時聞までの排泄：量は著蓬をみないが，24～48時間には
次第に減少し，肝障碍の軽度の時には著変を認めないが，
障碍高度時にはπ沖濃度及び尿申排泄量はむしろ滅飽す
る。
　つぎにGを単独投与する時，血中G濃度及び尿中G排
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泄量は臨床上Fishmani9）の報告は一時的に血綿濃度の上
昇を来し，4時間でほぼ前議に復するという。私の動物実
験においても2g経口投与時で，1時聞目に最高に達し，
以後時問とともに減少し，6時間目にはほぼ前値に復した。
これに対して肝障碍時にはG投与後の血中濃度が各時間
とも対照例に比して高く，且つ最高濃度に達する時間が透
れ，2時聞目に最高を示し，6時黒目でも投与前に比して
かなり高い値を示す。
　従ってG投与後6時間値に対する投与前値の比をとる
と，対照では1．04～1．22，肝障碍例では1．47～1．81と明か
な差異をi忽める。
　G投与時の尿中排泄量については，臨床的にFismanig）
は健康人でG5g経口投与では殆ど排泄：増加をみぬと述べ，
SUdhofL）g）は10　g経口投与により平均1．61　g，井上30）は5g
径口投与により0．7～1．Ogの排泄をみたと述べている。ま
た肝疾患のさいにSUdhof」4），　Schwelling36）等は何れも排
泄増加をi報告している。私の動物実験においては，G29
1回経口投与により24時間尿中捕線量は肝障碍例におい
て増加を認める。
　以上G経口投与により肝障碍例は対照に比して明かに
血中最高濃度に達するまでの時間及びその後の低下の割合
が遅く，また尿中排泄量も血申濃度の消長に比例して対照
よりも増加している。特にG投与後6時問目の血中濃度と
前面を比較すると肝障碍の有無により有意の差がみられ，
その比の大小は診断に寄与するといえよう。
　肝障碍時G負荷がより高い血中濃度及び尿中排泄量を
示す原因としては，Gの吸収及び排泄能の差異も考えられ
るが，肝におけるGの利用能，諸家の認める抱舎能，或い
はβ一glucuronidase等酵素活性の阻害によることが最も容
易に首肯される。これは対照に比較して肝障碍の血中G濃
度は遊離型の増加が友配的で抱合Gの増加をはるかに凌
駕する私の成績からもある程度推測される。なおG単独投
与時に抱合Gの増加が僅少であることはFishmal19），小
沢39）によればAgluconeの存左する揚合にのみ既製Gは
抱合に利用され，それ以外の時はそのまま体外に排出され
る故とされる。
　ここにおいて私は肝の抱合能そのものを予めCLを与え
た障碍肝と対照問について比較調査する目的で，さらにM
を経口投与し，その後の抱合Gの血中濃度及び尿中排泄量
について検討した。M投与後の抱合Gの血申消長は総G
と平行し，対照は1時間値が最高で，6時間においては著
明な減少を示すが，肝障碍例の1時問値はあまり上昇せず，
6時問日に最高を示す。また両者聞の最高値を比較すると
対照例の方が高い。尿中鋸泄量についても大部分が抱合G
であり，対照例は大部分が6時闘以内に殆ど排泄されたが，
肝障碍例ではそれ以後の排泄量が多い。これは山岡2T）の
Camphor注射後2時聞の尿中抱合G量が健康者において
肝疾患々奢よりも多い報吾に一致を示す。
　このことは健康肝の体内Gによる抱合作用は殆ど6時
聞以内に行なわれるが，肝障碍時には抱合能の減退並びに
砂壌作用の遅延を意味するものであろう。
　つぎに負荷Gの抱合に興る態度をAgluconeとの関係
で確かめるべく，M並びにGを同時に経口投与して，同
様の比鮫実験を行なった。
　血中遊離G濃度はG単独投与時と同様の傾向を示し，
肝障碍例では対照に比して血中濃度が高く，且つ最高濃度
に達するまでの時間が遅い。血中抱合G濃度はM単独投
与時と同様の傾向で，肝障碍例においては対照例にみられ
るほどに抱合Gの増加がみられない。
　この関係は尿中排泄量についても大体同様である。
　しかしM単独投与時のそれらとこのM，G同時投与に
ついて比較する時は，肝障碍，対照両群とも僅かながら血
申及び尿中抱合Gの増加が後者においてみられる。
　即ち，これにより投与GはAglucone存在下において
は一部分ながら抱合機転に関与するものと考えられる。し
かもその割合は勿論肝障碍例よりも対照の方が著明であ
る。これは河田3S）が家兎の肝臓灌流動験において，肝障碍
時G利用能の低下，抱合関与率の低下を認めた事実に一致
し，肝が体内においてかかる場合に抱合の主役を演ずるこ
とをさらに裏ずけるものである。
　以上私のNRCB浮游液使用呈色反応により肝障碍時G
抱合能の低下遅延を確かめ，特にG負荷6時五目の血中濃
度を前値と比較する時，その数値を以て肝機能をうかがい
知り得ることを認めた。
D．臨床実験
　1）早朝空腹時人血中G濃度及び24時間尿中排泄量二
　健康者，肝疾患々者各10例について早朝室1朝時血中G
濃度を測定した。　第16表の如く，健康者においては，平
均5．05±1．86　mg／d¢，肝疾患尋者においては，平均5．07」＝
1．80　mg／dZで，健康者と肝疾患々者との間に有意の差はみ
られない。肝障碍の程度により重軽症の2群に分けて観察
すると，軽症例12例については第18表の如く，平均5．87
±1．34　mg／d¢であり，重症例17例については第19表の如
く，平均6．29±2．21mg／d¢で，肝障碍の程度により血中濃
度の増加が窺われるが推計学的に有意な差異ではない。
　これを遊離並びに抱合G量に分けて観察すると第17表
の如く，遊離G量については，対照の平均は1．12±O．57
mg／dlであり，肝障碍例では1．55±o．86　mg／dzを示した。
抱合Gについては，対照では平均4．21±o．72　mg／dl，肝障
碍例では3．94±0．89mg／d¢を示し，遊離G量，抱合G量
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第16表　早朝空腹時人血中G濃度及び24時間尿中排泄量．（総Gについて）
健 康 例
例症
?????? ? ? ? ?
平均
血中濃度
（mg／de）
6．45
2．25
4．22
4．25
4．75
8．60
6．00
5．29
2．25
6．54
　5．05
±1．86
尿中濃度
（mg／dZ）
57．50
21．00
50．00
44．00
29．00
16．00
15．00
30．00
33．70
29．00
量尿
㏄
650
1，800
800
1，200
1，800
1，700
2，200
1，800
1，550
1，500
排泄量
　（mg）
345．00
378．00
400．00
468．00
522．00
tso．oo
330．00
540．00
528．00
435．00
413．70
±76．28
肝
?
碍 例
症例
?????? ? ? ? ?診断名肝硬変副
肝包虫症
肝硬変症
　1／
1／
11
　！／
肝臓癌
肝硬変症
　ft
血中濃度
（mg／dZ）
5．16
2．16
4．73
3．44
6．gg
8．60
6．02
551
3．44
6．45
　5．07
士1．80
尿中濃度
（mg／dZ）
25．80
16．00
42．50
65．00
210．00
30．00
35．00
20．50
42．50
27．00
量　　??尿
900
1，200
1，250
600
220
1，200
1，800
1，750
500
1，000
排泄量
　（mg）
232．00
192．00
546．00
390．00
461．00
360．00
630．00
362．00
212．00
mo．oo
　36550
±135．田
ともにこれらの間に有意の差はない。
　24時聞尿中排泄量については第16表の如く，健康例は
平均413，70±76．28mgであり，肝障碍例は365．00±135．27
mgである。さらにこれ．を症状の重訣別にみると，軽症例
については第21表の如く，平均420．54士105．76mg，重症
例においては第22表の如く，385．00士153．29mgであり，
肝疾患では対照に比して滅少し，これは肝障碍の強い程減
少するように思われる（推計学：的には有意でない）。
　これを遊離並びに抱合G別にみると第17表の如く，遊
離G量については対照は平均132．81土39．51　mg，肝ltt碍例
でtlM　207．45±80．27　mg，抱合G量については対照平均
313．46」＝78．83mg，肝障碍例平均252．21士40．13　mgで，対
照と比較すると肝疾患では遊離型が増し，抱合型が減少し
ている（椎計学的には膚意ではない）。
　2）G経口負荷実瞼：Gを5g経口負荷してその後の
血中濃度及び尿中排泄量を時間的に観察した。
　血中濃度は第；8図の如く，対照健康例については1時問
目に最高に達し6．OO　・一　IOn5，平均8．12±1．57　mg／dZで，以
後時計とともに低下し，6時間には2．25～6、OO，平均4．37
±1．27　mg／aしとほぼ投与前値に復した。肝三審例について
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第17表　早朝空腹時人血中G濃度及び24時間尿中排泄量（遊離並びに抱合Gについて）
　健血中濃度（mg／dの
康 例
症例
??????
平均
遊離G
O．86
0．86
1．29
2．15
0．ng
1．12
±O．57
抱合G睡G
4．30
4．73
3．01
5．16
3．87
4．21
士O．72
5．16
5．59
4．30
7．3i
4．30
533
±1．00
尿中排泄量（mg〕
遊離G誌上Gl総G
127．60
120．40
219．30
96．75
99．98
132．81
±39．51
447．20
210．70
328．95
241．87
338．62
313．46
±7883
574．80
331．10
548．25
338．62
438．60
446M
±81．22
肝
症例
???
診断名
肝臓癌
肝硬変症
　！1
　／！
　！1
　　　障　　　碍
血中濃度（mg／dZ）
灘噛合Gl総・
3．01
0．43
2．15
1．72
0．43
．1．55
±086
2．50
4．73
2．58
4．73
5．16
3．94
±O．89
5．51
5．16
4．学3
6．45
5．59
5．49
士O．57
例
尿中排泄量（mg）
???????
遊離G
240．80
95．25
191．20
181．60
316．05
207．45
±80．27
抱合G陣G
331．10
210．70
236．50
257．00
225．75
252．21
±40．13
571．20
285．95
425．70
438．60
541．80
459．67
士95．08
第18表　人軽度肝障碍例における血中G濃度（経口G5g負荷実験）
症例
??????? ? ?? ? ?
平均
診断名 投与前
肝硬変症1
　〃
　〃
　　　“　l
　　　　l
　〃　　　　ヒ
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
? ???????????
血中濃度〔mg／dZ）　　　投　　　与　　　後
1時間 ・時剛・時間1・時間
6時聞瞳
前幅
，．i6　1
4．30
9．89
8．60
9．30
8．17
10．32
9．46
7．73
1L18
12．90
駄4引
9．03
3．87
10．75
13．33
10．75
9．89
1L61
10．75
7．31
9．89
16．34
10．75
5．87　1　8．82　1　10．32
±1．34　　　　士2．15　　　　士3．02
5，54
5．59
9．89
工α75
9．46
9．03
10．75
9．46
9．46
8．60
15．05
9．48
9．42
±2．38
　　ミ4．731
3．44
6．88
6．02
8．17
7．74
9．08
7．31
6．45
7．31
12．90
9．40
7．27
±2．33
????????????
1．18
±O．15
肝機能検査
高田
??
Co－R
? ? ??、??????
BSP　iCh－E
（％）　i
黄疽
指数 ?［　12．4
4．8
16
P6
???????
尿中
ubg．’
????????
尿中
Bil．
?????????
黄疽
【
﹇??
腹水
十
一
「
一
一
十
??．??
???
第19表　人高度肝障碍例における血中G濃度（経rlG59負荷実験）
血　　中　　濃　　度　（mg／dの 肝　　機　　能　　検　　査
6時間値
腹水症例 診断名　　　　． 投　　　　与　　　　後 前　値 高田 Co－R Ch－E黄疽w数
尿中
浮i
尿中
ail．
黄牛
投与前 塒間i・時間1・輔1・離
BSP
i％）i
???????????????肝硬変症
　1！
　1／
　1／
肝臓癌
肝硬変症
　／1
　！／
　！1
　／！
　fl
　！1
肝包虫症
　！！
肝臓癌
　fl
　／1
?? ??????? ????????
??
??
??
??
?
． 、 ?。??????
??
??
?
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????????
??????????????
??????????
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???? ?
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5．8
????
????
????????
5????
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　第9図
　肝疾患1列　　・胆道疾患胃腸疾患　賢疾患
軽症例　重症例
　し1ξ〕　　　1，のδ　　　1，06　　　1．12　　　LOI
±o．　ls　±o，66　±o　06’　±o．o　Jr　to．oZ
人G負荷実験における6時間値／前値比
s，　s’
3．　0
2，5
1．0
L5
j．o
o．5
は第18表，第19表，第8図の如く，健康例に比して血中
濃度は高く，且つ最高濃度に達する時間が遅れ，2時聞値
が最高を示す。軽症例平均は10．32±3．02mg／d£，重症例
では1326士3．46mg／dlである。負荷後6時聞値は軽症例
平均7．27±2．33mg／d1，重症例では10．59」＝3．55　mg．ノdlであ
尿7。。?
?
　Coe?
?
CM2）　so　o
400
300
200
1oo
??
「ーー???
り，投与前駆と比較しかなり高い値を示す。
　投与後6時間目の血中濃度と前値との聞に比をとると，
第18及び19表，第9図の如く，健康例では0．98～1．10，
軽度肝障碍例では1，．00～1，50，重症例では1．30～3。40を示
す。
　つぎにこの場合の血申Gをそれぞれについて遊離並び
に抱合G別にみると，第20表の如く，遊離G量は総Gの
消長とほぼ同じ傾向を示し，対照では1時聞値が最高で，
6時間目にほぼ投与前値に復する。これに対し肝障碍例は
対照よりも濃度高く且つ最高濃度に達する時閲が遅れ，2
時聞値が最高を示し，その後の減少も徐々で，6時間目に
おいても前値に比してかなり高い値を示す。推計学的にも
健康，例肝障碍例聞の各1，2及び6時聞値の藻は有意で
ある。抱合G量について対照及び肝障碍の間に大差を認め
ない。
　尿中排泄量については，ng　21，22表及び第9表，第10
図の如く，健康例，肝障碍例ともに2時間日に最大排泄量
を示し，各堅甲の排泄量は肝障碍では対照よりも多く，且
つ排泄量減少経過も徐々である。24時間の排泄量は健康例
では平均948．67±68，23mg，肝障碍例では軽症群は平均
1，326．40±150．09mg，重症群は平均1，662．92±159．67　mgで
肝障碍例は対照よりも明らかに増加を示し，且つ肝障碍の
程度の重篤な程排泄：量が多い。各時間の排泄：量についても
肝障碍例は対照に比して多いが，特に8～24時聞において
は健康例は平均160．06±52．30mgであるのに対して肝障碍
群は341．01士83．50mg，重症群は450．74±132．35　mg
と肝障碍例は対照よりもかなりの増加があるとともに，こ
軽度肝障碍例
　Z
?
／ ?
????
v
↑?
K
／
?
???
???
?
｝λ344～6ε～8．r巾2ヰ　　12う444・SE凡θ　StuZ・e　IZ344～66～8　8～24e寺向
　　第10図　人G（5g＞経口負荷時尿中G排泄量（総G｝こついて）
第20表　人G（59）経口負荷時血中G濃度遊（離並びに抱合Gについて）
　　　　　　健　　　　　康　　　　　例
症例
??????
平　 均
遊　 離i　G（mg　’dl）
投与前
O．86
0．86
1．29
2．15
0．43
1．12
±O．57
投　　与　　後
1時間　2時間　6時間
4．73
4．73
3．01
4．73
2，58
3．96
±O．71
4．38
2．58
3．01
2．58
1．29
2．77
士1．03
3．31
1．29
エ．29
2p15
0．43
ユ．60
±O．96
抱合G（mg／de）
投与前
4．30
4．73
3．01
5．16
3．87
4．21
±O．72
投　　与、　・後
1時間　2時間　6時間
3．87
4．30
3．01
6．02
3．87
4，21
士1．01
2．50
4．30
2．58
6．02
3．87
2．58
4．30
3．01
5．16
3．87
3．ss　1　3ns
±1・14i土0・86
総 G（mg／dの
投与前
5．16
5．59
4．30
7．31
4．30
5．33
±1．00
投　　与’　後
1引時2間時6間時
8．60
9，03
6．02
10．75
6．85
8．一17
±1．18
6．88
6．88
5．59
8．66
5．16
6．62
士1．15
5．59
5．59
4．30
7．31
4．30
5．41
士1．02
6時間．値
前値
1．08
1．00
100
1．00
1．00
1．02
圭0．05
肝
?
碍 例
症　例
?←??
診断名
肝臓癌
肝硬変症
　グ
　11
　1！
平　均
遊　　離　　G　（mg／dZ）
投与前
3．01
0．43
2．15
1s72
0．43
1．55
±O．86
投　　与 後
塒旬刊間1・時間
7．31
3，87
3．44
3．87
11．61
6．02
±2．73
984
4．73
2．15
10．32
9．46
7．30
z’　2．85
5．59
3．44
2．58
6．02
・　5．59
4．64
±工15
抱合G（mg／d¢）
投与前
2．50
4．73
2．58
4．73
5．16
3．94
±O．88
投　　与　　後
塒問塒剛欄間
258
3．01
．3．44
5．16
3．87
3．61
±O．86
3．06
4．75
3．44
4．73
4．30
4．05
士O．56
2．15
4．73
3．01
4．73
387
3．77
±O．86
総 G　（mg／de）
投与前
5．51
5．16
4．73
6．45
5．59
5．49
±O．58
投　　与　　後
聞間塒酊腰間
9．89
6．88
6．88
9．03
15．48
9．63
±2．86
12．90
9．46
5．59
15．05
13．76
11．35
±3．10
7．74
8．17
5．59
10．75
9．46
834
±1．72
6時間値
前値
ユ．40
1．58
1．13
1．66
1．69
1．50
±O．21
???
??．、????
?『?????????
第21表 人軽度肝障碍例における尿中G排泄量（経口G5g負荷実験）
症　例
????????????
平　均
診断名
尿
?
排 泄 量 （mg）
投与前
肝硬変症
　　1／
　　！1
　　／1
　　／！
　　11
　　11
　　／1
　　11
　　1！
　　11
　　／1
537．50
561．17
301．00
367．75
360．20
425．70
447．20
490．20
614．90
541．80
306．37
506．00
　420．54
±105．76
投 与 後
1時間
96．75
127．92
230．65
116．10
315．00
174．15
177．35
280．57
397．00
477．20
64．50
215．00
　227．29
±117．91
2　時　間
轟一晶1 ?
?＝?
154．80
193．50
548．25
21500
241．87
224．67
327．33
136．00
233．留
270．90
106．42
295．63
　240．11
士126．23
251．35
321．42
778，90
331．10
556．87
398．82
504，68
416．57
630，27
718．10
170．92
510．63
　467．40
士173．70
3　時　間
2一一3
時　間
166．04
136．04
157．02
101．58
177．37
129．00
183．82
135．45
tz2．55
232，20
290．25
zaO．40
計
417．59
442．36　／
　　　　：
935．92
432．68
734．24
527．82
688．50
552．02
752．82
950．30
461．10
631．03
4　時　間 6　時　間
164．12
士53．90
3n－4
時　間
　631．52
±152，20
75．25
139．06
188．66
112．62
129．00
125．75
116．10
141．90
116．10
11287
210．75
120．50
129．49
±38．71
計
492．84
579．42
1，124．58
　545．30
　863．24
　653．57
　804．60
　693．92
　868．92
1，063．17
　671．91
760．03
　761．01
±180．49
4A・6
時　間
124．30
192．86
152．95
131．61
72，24
ユ23．84
123．84
174．07
248．54
144．48
107．05
161．61
139．72
±41．ee
計
　617．54
　767．28
1，277．23
　676．91
　935．48
　777．41
　928．44
　867．99
工，117．44
1，207畳65
　778．99
　921．47
　900．73
士工88．48
8　時　間
6－8時　間
71．98
78．26
54．39
136．75
60，24
52．03
69．23
151．65
116．42
135．45
86．50
117．60
　84．66
士28．43
計
　689．52
847．54
1，331．62
　813．66
995．62
　820．44
　997．67
1，019．54
1，233．86
1，363．10
　907．99
1，038．23
　985．35
±192．45
24　時　間
8　・h－24
時　間
473．00
408．50
277．78
378．40
240．go
340．25
387．00
302．72
22・2，52
279．50
451．50
450．74
341．0工
士71，57
?
一一
′
1，162．72
1，256．04
1，609．40
1，192．06
1s236・42
1，178．69
1，384．67
1，322，26
1，456．38
1，642．50
1，373．49
1，450．03
1，326．40
±150D9
???。。
??．㌧?、?
??
第22表 人高度肝障碍例における尿中G排泄：量（経口G5g負荷実験）
症　例
?????????ー?ー???
平　均
診断名
肝硬変症
　　11
　　1！
　　ll
肝硬変症
バトーム
肝硬変症
　　！1
　　！／
　　rz
　　ll
　　ll
　　fl
肝包虫症
　　！／
肝臓癌
　　IX
　　1！
尿
?
排 泄 量 （mg）
投与前
投 与
?
1時間
　　　　　614．90！
　　　　1
494．50　　　　［
129．00
265．38
265．2引
　　　　i
18687
279．50
395．40
279．50．
430．00
3ユ9．27
456．44
232．20
449．45
567．60
．476．60
688．00
　385．83
±153．29
? ????? ??? ?
????
??????? 。? ? ??
　275．45
土1玉2．51
2　時　間
1一一2
時　間
???????? ????????71
R7
?．??????????????
計
　293．22
±114．38
68
T9
O3
X6
?????????????
　568．67
士140。64
3　時　問
2一・3
時　間
0?202
●
??????????????? ????
201．60
士58．41
?
???
27
コ
079
O
　770．27
±161．39
4　時　間
3・一4
時　間
???
．
????????
164．40
士57．32
計
1，250．22
　601，45
　843．40
1，164．12
1，115．30
875．19
867．M
　615．43
1，184．05
832．72
879．32
1，036．39
　943．05
979．75
971．26
833．20
890．67
　934．67
士216．26
6　時　間
4・一6
時　間
????????，????????????????
計
8　時　聞
166．39
±91．80
6・一8
時　間
1，448．87
838．49
1，012．71
Z，329．67　i
1，332．22　1
1，015．47
1，000．42
　973．19
1，324．27
　933．07
1，076．32
1，191．19
1，062．90
1，116．49
1，077．49
1，069．70
1，095．47
計
1，101．06
±203．46
? ????????????????????
??
???
??
??
111．14
±47．51
1，572．07
1，01231
1，145．84
1，332．87
1，316．07
1，075．13
1，145，59
1，068．07
1，456．67
1，007．56
1，ユ32，22
1，320，94
工，104，18
1，248．99
1，183．87
1，176．70
1，257．47
1，212．20
±　191．50
24　時　間
8　・一i　24
時　間
26
U0
?．??????????????
　450．74
士132．35
計
1，838，95
1，619．16
1，484．46
1，848．88
1，751．44
1，676．05
1，790．59
1，387．25
1．747．27
1，428．54
1，508．47
1，753．74
1，385．62
1，834．95
1，786．65
1，703．45
1，714．34
1，662．94
±159．96
N
?
?「??????、㌧???
???????????
11巻2／3号 横江一肝臓機能とグルクロン酸 171
の傾向は何れも」血中濃度の消長と平行することを認めた。
　つぎにこれを遊離並びに抱合G別にみると第23表の如
く，逝離G24時問排泄量は健康例平均623．80±101．46　mg
肝障碍1，333．43士176．91mgで総：G同様明らかに肝障碍例
は対照に比して増加を認める。抱合G24時聞排泄量につ
いては，対照平均329．55±71．71mg，肝障碍例においては
260．93±16．25mgで，肝障碍時に一見減少を思わせるが，
推計学的には有意差を認めない。
　3）G静豚内負荷試験：健康対照並びに肝障碍例につ
いて早〕引墨腹時にG29を静注し，経口投与の場合と同様i
の方法で血中G濃度及び尿中排泄量を時間的に比較掛母川
した。
　血中濃度は第24表，第11図の如く，何れも1時聞値が
最高を示し，健康例がやや高い。また6時聞値は対照平均
5．59士1．54mg／d¢，肝障碍例6．03土1．03　mg／dzと，ともに
ぼほ投与前値に復し，両者の6時聞値は肝障碍時にはやや
高い値を示すが，推計学的には差異を認めない。この6時
間値に対する投与前値を比較すると，健康例では1．00～
1．15，肝障碍例は1．05～1．37でやや後者の方が高いが，経
口投与に比較するとその差は僅少である。
　尿中排泄量については第25表，第11図の如く，何れも
1時聞同が最も多いが，肝障碍例の方力靴較的少ない。24
時聞の排泄量についてみると両吟とも投与量の平均95％
以上が排泄され，推計学的にも両者問に有意の差はみられ
???????
考50025
2Deo　20
［．50Q　IE
J
peo　Io
Soo　s
o　　　o
健　　康　　例?
レ1ヨラ三三ヨ1陣??
回＼｝血液）
ない。
　4）G長期投与例についての観察＝つぎに治療のN的
で1日2～3g宛，総量25～66gを使用した8例について
それぞれ使用の前後に，上記方法で経口負荷実験を行ない，
その成績を比較した。　第26表の如く，肝障碍の軽快した
4例においては，その経過に伴なって負荷血中G濃度の上
昇率は低下を来し，最高値2時間目において11．28±1．86
mg／dlZより，10．53士1．15　mg／d£と低下し，6時間値｝⊂おい
ても8．幻±o．24mg／dZより6．88±o．71mg／d¢と投与前値え
の接近を示した．尿中排泄量も正常値に近づいた。
　これ対して肝障碍が不変ないし増悪の傾向を辿った4例
については第27表の如く，血中濃度については何れも最
高2H掃r値が13．09±4．87　mg／dzより15．14土1．43　mg／dzと
上昇を来し，6時闇目においても連用後の濃度が上昇した。
尿中排泄量も連用後に増加を示した。
　負荷後6時問目のtiri．中濃度と投与前濃度の比を比較する
と，軽快例では治療開始前1．30～1．50，連用後は1．04～1．30
であり，これに対して不変ないし増悪例においては治療開
始前2．30～3。00，連用後2．46～3．10を示し，かかる比率の
高低により予後の判断が可能であることを確かめ得た。
　5）肝臓疾患以外の症例について経口負荷試験＝つぎ
に参考までに肝障碍の著明でない胆道疾患，胃腸疾患並び
に腎疾患について上記G経口負荷により同様の実験を行
なった。
肝　障　碍　例
???????? ?
［一
→」
?
???????????????　　??
　　
@〆ﾃ
??????? ???
??????，
??????????????????????????????????．
??、?．．
????????」
23456　8　　　　　　　　　　　　　　24時向　　12・5456　8
　　　　第11図　人G（2g）静注負荷時血中G濃度並びに尿中排泄量（総Gについて）
24時圃
第23表　人G（5g）経口負荷時尿中G排泄量（遊離並びに抱合Gについて）
　　　　　　　　健　　　　　康　　　　　例
症　　例
?????
投与前
127．60
120．40
219．30
96．75
99．98
遊　　離　　Gtmg｝
　　　’投　　　与　　　後
・時間 C6－24副2一・・
402．e5
457．95
494．50
496p65
370．86
　　　　　　132．81平　　均　　　　　　±39．51
444，44
±41．93
61．30
212．85
194．00
271．08
157．53
179．35
±69．86
463．35
670．80
688．50
767．73
528．40
　623．80
±101．46
　　　　1
投与前1・時悶1・一・・劇24時間（計・
抱　　合
　　　投
G　｛mg）
与　　　後
447．20
21e．70
328，95
241．87
338．62
313．46
t78．83
307．45
70．95
193．50
195．65
161．25
158．00
174ユ5
150．50
52．67
186．95
460．25
245．10
344．00
248．32
348．20
185．76　1
士75・621
143．79
士44．76
329．55
士71，71
投与前
574．80
331．10
548．25
338．62
438．60
446．27
±81．21
総　　　　G（mg）
、講、．；7．網間、計，’
709．50
528．90
688．00
692．30
532．12
630．26
土60．20
219．30
387．00
344．00
323．57
334．48
323．14
士55．92
928．80
　915．90
1，032．00
，1，015．87
966．60
97工84
±38．74
肝
?
碍 例
症　　例
????
平　　均
投与前
回　　離　　G（皿9）
　　　投　　　与　　　後
・時間・一24醐124時間〔計）
240．80
75．25
101．20
181．60
316．05
207．45
±80．26
1，185．25
1，390．62
1，114．50
899．78
725．63
1，063．15
士230．28
211．06
273．90
189．20
259．07
418．17
270．28
±42．99
1，396．31
1，664，52
1，303．70
1，158．85
1，133，80
1，333．43
±176．91
投与前
331．10
210．70
236．50
257．00
225．75
抱　　合　　G（mg）
　　　投　　　与　　　後
6湘6～24醐．2塒間（計｝
6．P，．27
54．18
48．00
164．47
112．87
252．21
±40．13
　88．36
±38．82
193，57
210．70
189．20
95．68
173．Q7
256，48
264．88
237．20
260．15
285．95
172．57　1　260．95
士38．34　　　　±1625
投与前
571．90
285．95
425．70
438．60
541．80
4 9．67
±98．e8
総　　　　GCmg＞
　　投　　　与　　　後
・輔「・一・・時間・4鯛（計〉
1，247．52
1，444．80
1，162．50
1，064．25
838．50
404，63
484．60
378．40
354．75
591．25
1，652．15
1，929．40
1，540．90
1，419．eO
1，429．75
1，151p51　1　4ce・85　i　1，594・36
±202．13　1　±79．8？　i　±170．13
第24表　人G（2g）静注負荷時血申G濃度（総Gについて）
症例
???????
平均
投与前
2．25
6．45
4．22
6．40
4．75
　5．24
士1．38
健　　　　　康　　　　　例
血中濃度（mg／dZ）　　　　投　　　与　　　後
1時間 ・時間 D・醐・劇・時間
I
16時聞値
前　値
17．20
17．20
24．51
15．91
19．78
18．92
±3．07
9．89
11．18
14．19
13．76
10．75
11．95
士1．43
6．03
9．89
9．30
10．05
7．80
2，88
6．88
7．31
8．60
5．16
8．60　1　6．16
±1・34｛士1・90
2．59
6．88
4．73
6．40
4．75
1．15
1．06
1．12
1．00
1．00
　　　！　1．065．46±II43V　j±610V5
　　　1
?
症例
?????
平均
診断名
肝硬変症
　〃
　　肝臓癌
　〃
投与前
4．73
6．48
3．44
6．60
5．60
　　　碍　　　　　　例
血　　　　中　　　　濃i　　　度　　（mg／de）
　　　　投　　　与　　　後
・劇・mp・・F・・1…F…晒「6時間
21．50
16．77
18．92
15．05
19．78
　5．25　17．60
±1．05　i±2．42
17．20
12．90
13．77
12．04
15．06
13．05
10．75
8．75
10．18
12．04
8．60
7．89
4．73
7．64
7．03
13．34　1　10．59
±1．72　1±1．45
1zisg
5．31
6．81
4．73
7．03
6．60
　6．03
±O．76
6時間値
前　値
し12
1．05
1．37
工．06
1．17
　1．15
士0．10
???
??????????㌧?????
??????????
第25表　人G（2g）静注負荷時尿申G排泄量（総Gについて）
　　　健　　　康　　　例
症　例
尿
?
排
?
量 （mg）
投与前
??????
平　均
560．40
387．00
483．00
482．40
473．00
477．16
±27．80
投 与 後
1時間
624．54
903．00
731．00
754．65
538．06
710．25
±111．87
2時間
?
】??
??
～
??
317．19
544．00
219．30
656．82
290．25
931，37
1，447．00
950．30
1，41L47
828．37
3時間
2一一3
時間 計
　“129．00i　1，070．75
134，37：　1，581．37
180．601　1，130．90
193．50］　1，504．97
184．881　1，013．19
4時間
3・一4
時間
109．65
112．85
129．00
103．20
146．75
計
1，180．32
1，694．22
1，259．90
1，608．17
1，159．22
5時間 1・時間［・時間
4N5
時間
??
～
????
g7．ss！　1，27s．261
　　　　［
il？・10．1　1・iZi・99
Lce．14i　1，716．36
72．241　1，680．41
103．201　11263．12
74．82
24．08
60．20
46．53
113．52
??
～????
「「
計
1，353．081　138．46
1，740．441　36．56
1，438．20［　30．62
1，726．441　46．44・
1，376．64］　63．85
24時間
4i／5111－illE511ill－6iii－1］5S51gllFil1611ilTililiiig・iiki2－Q－s6i　ig“ib・393－s5［：i2q－25［i・4ii・iil
　　　　　　　　　　　±178．33±145桝士206・21i±21・50i±183・39±14・51
80．17
±25．32
1，494．36［　62．60
士151．08　　±29．81
8　nv24
時間
1，491．541　326．75
1，780．00i　207．62
1，773．48i　225．70
　　1
　　F
1，518．82P　330．88
1，430．09j　360．98
1，556．99
±］29ユ2
73．lsl，　1，630．17i　2so．lsl　1，glo．3s
±3916311it6．631　t’51．121　ls7．3s
肝中≒，碍　　例
症例 診断名
尿 山 脚　（mg）
投与前
??｛?肝殿症1537．5。
1！
1／
肝臓癌
！／
367．65
688．00
56L71
306．37
投 与 後
1時間
2時間
IN2　　　計時間，
平均
407．96
572．92
623．60
571．90
716．00
313．90
397．00
361．00
322．501
279，35
721．80
969．97
984．80
894．40
995．35
498－13．i　578・4－81　338・751　9i7・22
　　±88．73i　±39．211　±91．25±127．21
　　　　1
3時間
2－」3
時間 計
4時間計i 5時間
3“一4
時間
4．一5
時一 計
258．00
P　g7g．sol　2go．2si　1，270vs
188．12！　1，158．091　112．751　1，270．841
？IE・igi　1・？？i－egi　el？・991　1・SfiEg
lli課：器1：1螺：1鵠1：l1
214．38
±40 8
1，131．60
±84．53
199．63
±59．11
127．92i　1，398．67
84．pt’　1，355．08
178．12］　1，516．42
109．65！　1，439．47
a5．，g！　ll，a1166
il・ll：塗麟：鶉￥ll：19
　　1
6時間
5r－6
時間
51．00
85．67
66．22
120．40
58．05
??8????
計
??
～??計
1，449．671　61．27
1，440．75i　43．00
1，572．641　74．42
1，559．871　99．76
24時間
8　・v24
時間
IiZ6U，IV，51　Ee166！llgiU，li41　5，’g－lg－2
4
，510n941　483・65
1，483．75i　425．75
11647．061　284．99
11，659．631　274．12
1　i，U－U・‘＝［
・難辮・躍羅翻：1糟｝！
????????
????????????????
???
一
?
計????????
??10
W7
??
?
計
．?????49
O8
R2
R3
R5
????
?．??25f
??
??
?????????，、?、???
???????
人G長期連用前後の負荷実験（軽快群）第26表
度濃
?
限
腹水黄疽
肝機能検査i
尿中BiL
???
黄疽
指数BSPCo－R高田
6時間値度　〔mg／dZ）与　　後
???血
EU値6時間2時間13時間1時閲投与前
前後別診断名症例
????????16
P6
15
T
???????? ???。????????????15．05
10．75
11．60
9．89
???????連用前連用後肝硬変症
?
????
??
???【﹇??40
P6
20
T
10
T
?????????????10．75
10．75
9，89
13．83
10．75
8．60
????連用前場用後〃2
??17
P4
20
T
Rie
Rs
????????????????????????｝11．18
7．73
?????連用前連用後〃3
一
???﹇??40
V
10
X
?????????????????????10．75
10．05
?????88ﾐ
??連用前連用後〃4 ?? ???????????????11．28
10．35
10．85
9．18
?? ???連用前連用後平均
且里排
?
尿
??㎞且里泄
??
排
24時間8時間6時間4時間
　中　投3時間
尿
2時間
計8　一24時　間計
6一一8
時間計
4t－6
時間計
3一一4
時間計
2”v3
時間計
1’v2
時間
1時間投与前
前 後　別症例
1，747．20
1．609．46
277．84
277．78
1，456．67
1．331．61
132．40
54．38
1，324．M
1，277．23
134．32
152．95
1，184．95
1ユ24．58
190．27
188．66
944．67
935．95
254．79
157．02
739．90
778．90
352．90
548．25
387．00
230．65
279．50
301．00
??????
1
1，428．54
1．192．06
420．98
378．40
1，007．56
813．66
74．49
136．75
933．07
676．91
100．35
131．61
832．72
545．30
101．50
112．62
731．22
432．68
213．62
101．58
517．60
311．10
408．50
215．00
159．10
116．10
430．00
367．75
??????
2
1，836．75
1．456．38
264．68
225．52
1，572．07
1，233．86
123．25
60．20
1，488．87
1．117．44
138．65
248．54
1，250．22
868．92
279．50
116．10
970．72
752，82
202．10
122．55
768．62
630，27
271．97
233．27
496．65
397．00
614．90
614．90
??????
3
1，508．67
1，236．42
375．28
240．80
1，132．22
995．62
55．90
72．04
1，076．32
935．48
177．20
72．24
879．32
863．24
122．55
129．00
756．77
734，24
270．90
177．34
585．87
556．87
322．50
241．87
263．37
315．00
319，27
360．20
??????
4
1，671．78
1．362．47
337．87
279．88
1，333．91
1082．59
93．7
80．84
1，240．20
1．001．75
165．92
151．26
1，074．28
850．49
173．44
136．66
900．84
713．87
235．35
139．62
665．49
594．27
338．96
309．59
326．53
264．68
410．88
．410．74
??????
均平
????????
?????????．?????
??
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度田
?
血
腹水黄疽
査官能機肝
尿中
Bil．
???BSP　当山
　　　　数指（％）高田IGo・R
6時間値度　（mg／d2）離 調
濃
?
血
判
二 値6時間3時間1時間12時間投与前
前後別診断名症例
????
????95???? 『????????．『?????????????6．45
13．30
7．31
11．81
?????連用前連用後引肝虫症1
????????61
P3
15
S0
???????635
12．90
10．52
15．03
11．61
17．61
6．88
10．75
?? ??連用前連用後引硬変症2
??
﹇﹇??
［
??20
R0
????「???? ?17．20
14．02
19．35
17．20
21．07
14．19
19．34
ユ4．19
????連用前連用後〃3
????????56V5
25
R0
???「??????16．77
15．17
18．49
16．37
12．04
15．48
9．03
12．90
?????連用前捌用後肝臓癌4 ???11．71
12．21
12．79
14．08
13．09
15．14
10．64
12．25
?ー????連用前連用後平均
嵐里下排
?
尿
（mg）
後
山泄
与
排??尿
24時間
計8　・v24時　聞
8時間
鼻晶i計
6時間4時間
計
1，385．62
1，834．95
281．44
589．16
1，104．18
1，248．99
41．28
128．50
1，062．90
1ユ16．49
4－6時　間
118．24
136．70
計3一・4時間
3時間
警世2時間計1時間11～2　i時間投与前
剛　後　別当症
943．051
979．75
1，484．46
1，948．88
1，676．05
1．790．59
338．62
516．00
1，145．84
1．432．87
133．13
123．20
1，012．71
1．329．67
167．31
165．55
843．40
1，164．12
140．12
119．32
107．50
172．00
801．95
860．43
735．90
992．12
245．10
135．18
556．85
725．25
309．60
290．25
232．50
295．62
503．40
696．50
307．50
356．90
247．25
435．00
232．20
449．45
??????
1
195．43
339．60
129．00
265．38
??????
2
600．92
645．00
1，075．13
1．145．59
59．66
145．17
1，015．47
1．000．42
140．28
133．30
875．19
867．12
139．75
173．75
1，786．64
1，703．45
603．07
526．75
1，183．87
1．176．70
116．10
107．00
81｝：8乙冨：悉～；106．
236．5
971．26
838．20
147．81
215．00
1，66224
1．800．00
456．28
558．48
1，197．96
1．241．53
87．54
108．86
善ほ：琵婁：書4145．5
174．7
972．91
957．92
133．79
1FtO．O1
735．44／
693．37・
　　　　　1
　　　　　　823．45i
61820
　　　　　：
839．12i
787．91i
279．75
236，50
455．67
456．87
282．17
290．25
173．501
166．621i
186．87
279．50
??????
3
232．20
141．90
591．25
476．30
184．90
309．60
406．35
166．70i
567．60
406，60
??????
4
267．33
202．17
571．79
585．74
271．04
310．75
300．75
274．99
278．911
367．73　　　　　1
??????
平均
176 横江一肝臓機能どグルクロン酸 札幌医誌1957
　　a）胆道疾患例
　肝障碍を伴わぬ胆嚢炎2例，胆石症3例においては第12
図の如．く，早朝血中濃度は平均5．20士0．75　mg／d，C，24時間
尿中排泄量は348．50～543．96，平1均459．89士84．37mgであ
り，健康例との差異は僅少である。Gsg経口負荷後の血
中濃度の消長は2時聞値が1時間値よりやや高く，平均
8．6q士1．12　mg／d¢，6時間目においては平均5．46±o．85mg／d巳
でほぼ投与前値に復する。6時間値と前値の比はas　9図の
如く，1．00～1．15で像ぼ正常域である。24．時間尿中排泄：量
は755．77～1，28622，平均1，018．34士204．87　mgで，血中濃
度の消長，尿中排泄量ともに健康例との聞に大差を認め得
ない。
　　b）胃腸疾患例
　胃癌2例，胃潰瘍3例及び漫性腸炎1例については，投
与前早朝時血中濃度は4，30～7．74，平均5．20±0．75　mg／dZ，
24時間尿中韮山雌は　361．20～588．95，　平均47L95±84．34
mgで健康例との聞に顕著な差異は認めない。　G　5　g負荷
後においては1時聞値が全例とも最：高を示し，8．17～12．90，
平均10．10士1，77　mg／d己で，6時間値は4．30～8．17，平均，
6．09±1．34mg／dZと殆んど投与前値に復した。6時間値に
対する前値の比は第9図の如く，1．00～1．20で，この点も
健康例との間に著明な差異は認められない。24時間尿中
排泄量も平均97819±：109．64mgで正常範囲である。
　 c＞腎疾患例
　急性腎炎1例，慢性腎炎4例については，投与前早朝時
血中濃度は4．30～7．78，平均5．94」＝1．29mg／d¢，24時問尿
中排泄量は310，04～481．60，平均394．59±56．54mgで，健
康例との問に著差を認めない。また急性，慢性両者の間に
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も認むべき差異はない。G5g経口負荷後の血申濃度は1時
間値が最高を示し，7．31～11．61，平均9．37」＝1．47　mg／dZで，
6時間目には4．30・一8．13，平均6．01±141mg／d¢と殆んど
前値に復した。6時間値に対する前値の比は第9図の如く，
上00～1．04で健康例との問に差異を認めない。24時間尿rl■
排泄量についても883．05～1，142．61，平：均962．52士96．86mg
で健康例と同様である。
　6）Methionine並びにGの併用経口投与実験：G5g
並びva　dZ－Methionine　2　gを同時に併用経口投与した際の
血中G濃度及び尿中排泄量をG単独負荷時と比較調査し
た。
　G並びva　Methionlne併用負荷後の各例における血中G
濃度及び尿中排泄：量の推移は第13図の如く，G単独投与
時の揚合との間に顕著な差異を認められなかった。
　7）G並びにMenthol併用負荷実験：つぎにG5g並
びにMO．3gを経口的に併用負荷し，その後の血申及び尿
申遊離並びに抱合G量について比較調査した。
　血中濃度についてはng　14図の如く，遊離G濃度の消長
については健康例，肝障碍例ともにG単独負荷時と同様の
傾向を示し，健康例においては投与後1時血目に最高を示
し，6時間日には平均1．86±o．57mg／d£とほぼ投与温温に
復する。また肝障碍例においては遊離G濃度が高く，且つ
最高濃度に達する時問が遅れて2時聞目が最高で6．02～
7．74，平均7．02士。．58mg／d¢を示し，6時品目においても
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　　第14図　人M－G併用経口負荷時
　　　血中G濃度並びに尿中排泄量
　　　（遊離並びに抱合Gについて）
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3．87～6．88，　平：均4．73±1．01mg／d¢と投与前値よりもかな
り高い値を示す。両者問の1，2及び6時間値の差は推計
学的に有意である。つぎにG及びM併用負荷時の各時間
の血申遊離G濃度とG単独負荷時のそれとを比較するに，
顕著な差異はみられなかった。血申抱合G濃度については
健康例1，2及び6時間値はそれぞれ平均4．58士0．16，4．58
士。、68及び3．58±o。16mg／dZ，肝障碍例においても1，2及
び6時間値はそれぞれ平均3．72±0．53，4．28土O．34及び3．58
±O．16　mg／dtと2時二値が最1高を示した。健康例，．肝障碍
門別の各時間値の聞には有意の差異を認めなかった。G単
独投与時抱合G量と比較すると，併用負荷時の方が対照，
肝障碍例とも単独投与時よりも僅かに高い。
　つぎにこの揚合の陛下G排泄量については，遊離G量
は肝障碍例の方が対照よりも増加を示す。G単独投与時と
の比較では健康例は併用時に明らかに減少するが，肝障碍
例はむしろ増加する。抱合G尿中排泄：量については，健康
例は肝障碍例より増加している。時間的経過をみると，投
与後6時聞までについても，6～24時聞においても，健康
例は肝障碍例に比して増加している。G単独投与時抱合G
排泄量と比較すると，健康例，肝障碍例何れも併用負荷時
に僅かに噌加し，その増加率は健康例の方が肝障碍例より
もやや大である。
総括並びに考按
　1％NRCB浮游液をそのまま使用してGの塁色反応を行
ない，動物及び臨床実験上血中G濃度並びに尿中排泄量の
測定が可能であることを見出した。
　即ちFishman19）のNR法，朝比奈L15）一28）をはじめ本邦
諸家の発表になるNRRC法のさいには，最大の欠点とさ
れる試薬の易変性，終末tE色の不安定性が特に臨床応用の
道を大きく阻んでいるが，この点を修正する目的から安定
なNRCB液を使用し，反応条仲の検討及び従来諸家の方
法との比較を行ない，感度上の問題も含めて一応上述の一
方法を案出した。本法はさらに能勢22）のアルカリ処理法を
応用することにより，総Gのみでなく遊離及び抱合型につ
いても分離測定が可能であることを確かめた，，
　方法を要約すれば．
　血液についてはその2ccをAq。dest　14　ccを加えよく混
和溶液し，0．66　n一硫酸2cc，10％タングステン酸ソーダ
2ccを加えてよく混和し，10分間室温静置後濾過する。濾
液3ccを用に供する（尿はそのままAq－destで50～250倍
に稀釈し，その3ccを使用する）。
　得た資料3ccを；共栓試験管にとり，1％NRCB浮游液
及び濃塩酸おのおの2cc宛加え，密栓してよく混和する。
　そのまま試験管を煮沸水浴中（80。C）で60分間加熱する。
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　ついで5℃以下の冷水中に移し，20分間冷却する。
　ここで95％　Aleohol　5　ccを加え，よく振湯し，煮沸に
より生じた沈澱物が再び溶解するまでよく混和する。
　Toluene　8　ccを加えてよく振期し，着色物をToluene
層中に抽出する。
　45分間静置後Toluene部分を比色する。比色は分光光
電比色計（570mμ）を用いる。
　本法嫡要するに．FishmanI9）法の一変法と解されるべき’
もので，その呈色機構についてはGuerrero39）によれば
Dinaphthylme七hane或V・はXan七こ口ne誘導体としての発
色が説明され，百瀬40）等は不飽和のLactoneの色素が
Methyletherを与え結晶化するものと発表しているが，今
日街關明にされたものとは云えない。　しかしFishmaniO）
がこの呈色物質の抽出に比較的恒常的な濃度を保ちうる
Tolueneに．よることを考案し，　Discheii）等のCarbazole
法がPentoseと反応する非特異性を呈する点に鑑みて，
今日では大分がNRないしNRC法を応用するに至ったも
のである。私はさらこの反応液が温度及び光線による不安
定性を補う意昧でむしろ浮游液の欠点はあっても，NRCB
そのものの使用が充分臨床応用上に便することを見出し
た。
　また抱合Gの分離測定法についてもQuick29）等のEt－
her抽出法と能勢22）のアルカリ分解法を比較した結果，前
者では抽出完了を判定する上に多少の困難が伴なうところ
がら，後者によってこの目的を達することが適当と考えた。
即ち血液は除蛋白濾液3ccをとり，3　n－NaOH　O．1ccを加
え，煮沸水浴中で5分聞加温，後冷却し，上記測定法によ
り測定する。
　尿は5倍液5ccをとり，1n－NaOH　I　cc，　Aq．　dest　4　cc
を加え，煮沸水浴中5下聞加温，冷却後5～25倍に稀釈し，
その3ccを使用し，同様NRCB浮游液使用による測定法
を実施した。
　本法を動物実験及び臨床上に応用して以下の知見を得
た。
　家兎健康対照例の室町時血中G濃度は，総Gとして
11．69士2．52，游離型4．22士O．75さらに抱合型は7．47士0．63
mg／dZを示し，かなりの個体差及び日時変動が認められる
が，爾後の実験に支障となる程の変動ではない。
　人健康対照例については大体5．33士1．00，游離型1．12±
o．57，さらに抱合型は4．21士。．72　mg／d・zであり，この場合
にもかなりの個体差がみられる。
　また前1者の尿中赤潮量：は総Gとして161．47±15．03，灘
離型29．87±6．22，抱合型131．60±17．69mgであり，後者
のそれぞれは446．27±81．22，132．81士39．51，313．46士78．83
．㎎である。
　これを諸家の報告に徴すると家兎についての報告は殆ん
ど見当らないが，人体に関しては測定法を異にする都度多
少の相1違があるがRatish＆Bullowa42），　Fishmani9），
Disch ’］o）・21）等の血中濃度は平均4～9mg／d己の範囲に入
るものである。また尿についても諸家の報告は230～612
mgで，その範囲内を示す。
　これらの点からみても，前述諸反応条件の比較成績から
みても本法の応用価値は充分と考える。
　肝障碍度との関係については，実験的には軽度障碍時に
は血中総Gは対照よりやや増加するが，高度の障碍にさい
してはむしろ減少し，これは尿中排泄量についても平行す
る。
　しかし臨床上には軽度肝障碍ではわっかに対照より増加
の傾向を示し，比較的重症例で・もさらに増量を認めた。
　文献上宝機能との関係に触れたものはかなりに多いが，
それらの成績は著差なしとするFishmanig）等，上昇を報．
回する河田’］6），或いは障碍高度の時は減少するとの報告が
あり，私の成績で動物実験及び臨床成績の不一致をみたこ
とは，その肝障碍度，肝外要約を含めて考えるならば，む
しろ当然と考えねばなるまい。
　これを弓台及び抱合G別にみると，家兎では肝障碍軽度
の時は抱合Gの増加が血中に一時みられるが，金般的には
忽ちむしろ減少に傾き，尿中でも総体的に減少をみる。こ
れに反し面隠Gはやや増加を認める。高度障碍時には何れ
も滅少を来す。
　臨床知見は恰もこの前者に相当し，抱合Gの滅少と游離
Gの増加が血液及び尿中に認められる。
　このことは軽度肝障碍時抱合機能の減退によって営まれ
るものと考える。
　つぎにGを径口投与しfcさいのこれらの消長をみると，
　動物及び臨床実験両者を通じ明らかに肝障碍時血中G
濃度は対照よりも高く，且つその点に達する時間が遅れる。
その場合勿論游離型Gが支配的に高値を示し，抱合能の減
退を指向するものの如くであるが，負荷Gが抱合Gを形
成するためにはGにより抱合されるべきAgluconeの存
在が必要とされ，俄かに論断することは早計であろうが，
それに合致するかの如く重症群程この傾向は著明であ惹、
またこの関係は尿中総G及び游離Gの増加として認めら
れJ私の実験範囲ではFishmanlt）），　Suedhof2d））．井上30），
Schwelling鋤等の成績との聞にi垂離を認めない。
　本研究成績よりみて，私はG負荷法により肝機能検査法
としての応用が可能であることを発見した。即ち早朝照映
時にG5gを内服せしめ，その6時問目と投与前の血中G
濃度（総：Gとして）を測定して，両者比をとる時は，健康
対照例は殆んどが1．0前後であるが（即ち6時聞目までに
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負荷Gは排泄されつくす），肝障碍例は1．0以上の高い値
（即ち6時聞目になほ排泄しき’らない〉を示す。この関係は
第9図の如く，臨床経過と全く平行した成績を示した。特
に長期間G連用例の場合その経過の途中においてこの現
象を以って他の2，3の機能検査に先んじて予後を確かめ
ることが出来たことは注記さるべきであろう。
　負荷GはAgluconeの存在下では抱合作用に関与する
ものと考えられる。即ち家兎のG及びMの単独負荷並び
にG－Mの併用実験により，それぞれの体内G消長を比較
する時G－M併用負荷時の血中G濃度，尿中排泄量が僅か
乍らその抱合型について増加を示す。
　さらにこのことは肝障碍群よりも対照群で歴然と認めら
れることは，肝機能が抱合機転に主役を演ずるとの一つの
証明ともみられよう。：交献的にはFishman37），　Embden43）
等の見解に一致するが，私の今回の条件下ではなほ統計吟
味上有意とは云えず，臨床実験でも矛盾するところはない
が完全にこれを支持するほどの成績を得なかったので，今
後の追求に侯たねばならないと考えている。
　本法は静脈内投与法によっては目的を達し得ない。
　この点は経口的に門脈系より肝に入る過程が重視さるべ
き’ことは自明のことでもあるが一応実験上さらにこれを確
かめることが出来た。Huerthle44）は注射されたGの90％
は利用されることなく排泄されるというが，この点に一致
するともいえよう。
　なほ話声胃腸疾患について吸収機転上に何らかの差異が
ありはせぬかと見たが著変なく，排泄上腎疾患を対象にし
たか，この場合にも健康対照例と同じ成績を得た。
　またMethionineの併用も何ら影響するところのないこ
とを確かめた。
　人についてMenthol・Gの併用実験を行ない抱合作用と
の関係をみたが，量的関係もあるか勿論有意とはいえない
が，動物実験上の成績とほぼ平行する結果を得た。
　これらの補足実験は勿論その時間的，量的条件等の上で
なほ検討する余地を残すし，また代謝過程にはFishman37）
のいう如く，酵素活性の関与が密接不離の関係にあるとす
れば，今後この方向の臨尿的な追求の余地もあり，今後の
究明により解決されなければならない点と考えている。
　私の実験は臨床応用上比較的簡易なNRCB使用法を案
出し，これを動物及び臨床実験上に応用し，負荷Gの運命
を中心にした2，3の基礎的検討を経，　さらに一つの肝機
能診断法としてめG負荷法を提唱したものである。
結 論
　1）NRCB浮游液を直接使用して血巾並びに尿中G測
定を行なう：方法について基礎的検討を行ない，ほぼ満足す
べき測定法を定めた。
　2）本法を動物実験に応用し，成熟家兎のChloroform
肝障碍の過程における血中G濃度の消長は，一時的に増加
を示して後衣第に減少する。この一時上昇は抱合Gの増加
によるが，減少時にも抱合Gの変化が主で，磁心Gには
差異の無いことを認めた。尿中排泄量も減少するが，特に
抱合Gが滅少し，游離Gは一時むしろ増加する。　しかし
高度肝障碍時には何れも減少した。
　臨床的に同様の観察を験みるに肝障碍例では血液，尿何
れも抱合Gの減少と游離Gの軽度増加がみられ，総Gと
しては僅かに対照値を上まわる傾向を示したが，推計学的
には有意差とはいえない。要するにこれら体内Gは肝機能
との関係が密接で，その障碍の程度により消長は不定であ
る。
　3）Gを経口的に負荷すると，肝障碍例は明らかに血中．
濃度が対照例に比して高く，且つ投与出語高値に遠するま
での時間が遅れ，また負荷前言に復するまでの時聞が延長
する。尿中排泄量もこれに伴なって増加する。この差は主
として青島G量の差に基づくものであって，血中抱合G
量については肝障碍，対照聞に差異はない。尿中排泄量も
明らかに肝障碍例が減少を示す。
　4）M及びM－G負荷実験の結果，負荷GはAglucone
存在下では抱合作用に関与し，この揚合肝機能状態の影響
をうけるものと考える。
　5）人についても動物実験と同様の成果を得たが，特に
Gを早朝階前時に5g径口投与し，6時出目の血中G濃度
を測定して，投与前値に比較する時，前面より大きい濃度
を示す場合は肝機詣障碍と判定しうる。その比率の大小に
より機能変化の程度を判断し，従ってまた疾病の予後の判
定にも資しうる。
　6）長期G連用肝疾患々者の経過を前項の方法で観察
し，予後の良否を決定出来た。
　なお他の2，3の機能検査所見を平行調査し本法がかな
り鋭敏であることを認めた。
　7）負荷Gの消長に関連し，なお2，3の補足実験を試
み，瀞脈内投与法によっては明瞭なG代謝過程えの関与を
推察し難く，肝以外の疾患でも健康対照例と同様の経過を
認めた。
　なお肝障碍例でMethionine併用を行ったが，　G消長の
上での痛心をみなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和32．2．19受付）
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